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萩
原
氏
は
現
在
の
職
務
を
担
当
し

て
二
年
ほ
ど
と
い
う
。
月
一
回
の
銃

砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会
に
も
立
ち

会
っ
て
、
現
状
把
握
と
改
善
に
積
極

的
な
方
で
あ
っ
た
。
吉
田
氏
は
登
録

審
査
業
務
の
責
任
者
で
、
平
素
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
。

　
さ
て
今
回
の
面
談
で
は
、
全
国
の

刀
剣
関
係
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

情
報
や
要
望
か
ら
浮
か
び
上
が
る
さ

ま
ざ
ま
な
登
録
証
問
題
を
ま
と
め
た

レ
ジ
ュ
メ
を
お
渡
し
し
、
一
つ
一
つ

説
明
し
な
が
ら
、意
見
を
交
換
し
た
。

①
刀
剣
を
載
せ
る
台
に
つ
い
て

　
ま
ず
、刀
剣
の
現
物
確
認
の
時
、研

磨
の
施
さ
れ
た
刀
と
錆
身
の
刀
と
を

同
じ
台
に
載
せ
て
計
測
す
る
こ
と
に

つ
い
て
。
研
磨
し
て
あ
る
刀
を
傷
つ

け
な
い
、
錆
び
さ
せ
な
い
よ
う
に
配

慮
が
必
要
で
は
な
い
か
、
そ
し
て
そ

の
た
め
に
、
台
を
二
つ
用
意
し
て
使

い
分
け
し
て
は
ど
う
か
と
提
案
し
た
。

　
そ
れ
に
対
し
て
萩
原
氏
は
、
基
本

的
に
、
登
録
審
査
担
当
者
が
臨
機
応

変
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
、
台
を
使

い
分
け
る
の
は
時
間
的
に
難
し
い
か

も
し
れ
な
い
の
で
、
事
前
に
ご
相
談

い
た
だ
け
れ
ば
、
と
い
う
。
そ
こ
で

深
海
理
事
長
が
、
台
は
ど
の
よ
う
な

も
の
を
、
ど
ん
な
風
に
用
い
て
い
る

の
か
質
問
す
る
と
、
木
の
台
の
上
に

そ
の
ま
ま
載
せ
て
い
る
と
い
う
。
そ

こ
で
吉
田
氏
が
台
を
持
参
し
、一
同
、

あ
ら
た
め
て
そ
れ
を
観
察
し
た
。

　
深
海
理
事
長
は
、
文
化
庁
や
公
益

財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会

の
審
査
で
用
い
ら
れ
て
い
る
計
測
台

と
そ
の
使
い
方
に
比
較
す
る
と
、
都

庁
の
や
り
方
は
不
適
切
で
、
計
測
台

に
は
フ
ェ
ル
ト
を
貼
る
な
り
し
て
配

慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
提
案
し
た
。

　
所
持
者
と
し
て
は
、
台
の
上
に
載

せ
ら
れ
た
自
分
の
愛
刀
が
板
の
表
面

に
直
接
触
れ
、
登
録
審
査
委
員
が
刃

区
を
物
差
し
の
角
に
合
わ
せ
る
た
め

に
動
か
す
と
擦
れ
て
傷
つ
く
の
で
は

な
い
か
と
心
配
す
る
の
は
当
然
で
、

そ
れ
を
避
け
る
べ
く
、
フ
ェ
ル
ト
を

張
れ
ば
、
傷
が
つ
く
可
能
性
は
小
さ

く
な
る
と
伝
え
る
と
、
都
庁
側
は
、

反
り
を
計
測
す
る
た
め
の
目
印
が
見

え
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
。

　
そ
れ
で
深
海
理
事
長
が
、
刷
毛
で

台
を
入
念
に
掃
除
す
れ
ば
い
い
の
で

は
な
い
か
、
そ
う
す
れ
ば
、
他
の
刀

を
載
せ
た
際
に
付
い
た
錆
も
除
去
で

き
る
、
と
提
案
。
そ
こ
で
、
今
後
は

刷
毛
で
計
測
台
を
よ
く
掃
除
し
よ

う
、
刷
毛
を
使
う
こ
と
だ
け
で
も
文

化
財
保
護
の
姿
勢
が
明
確
に
な
り
、

そ
れ
は
と
て
も
良
い
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
。

②�

登
録
内
容
の
情
報
開
示
と�

現
物
確
認

　
登
録
証
の
内
容
（
刃
長
・
反
り
・

銘
文
・
目
釘
穴
数
）
が
一
致
し
て
い

て
日
付
の
一
部
が
異
な
る
場
合
に
つ

い
て
は
、
訂
正
な
ど
の
手
続
き
を
簡

素
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う

か
、
と
質
問
す
る
と
、
都
は
原
票
と

照
合
、
さ
ら
に
は
登
録
証
の
コ
ピ
ー

を
送
っ
て
も
ら
っ
て
対
応
し
て
い
る

が
、
原
票
と
登
録
証
が
一
致
し
、
現

物
と
異
な
っ
て
い
る
場
合
、
や
は
り

簡
単
に
は
直
せ
な
い
し
、
内
容
確
認

が
必
要
に
な
る
と
い
う
。

　
日
付
が
異
な
る
場
合
、
せ
め
て
ど

う
異
な
っ
て
い
る
の
か
情
報
を
開
示

し
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い

う
と
、
開
示
で
き
な
い
の
は
、
問
い

■
令
和
六
年
二
月
五
日
は
霙み

ぞ
れの

降
る
寒
い
日
と
な
っ
た
。
当
組
合
の
深
海
信

彦
理
事
長
と
嶋
田
伸
夫
防
犯
対
策
部
会
長
は
、
東
京
都
教
育
庁
地
域
教
育
支

援
部
管
理
課
を
訪
ね
、
萩
原
元
課
長
代
理
と
登
録
審
査
事
務
担
当
の
吉
田
公

道
氏
と
面
談
し
、
登
録
証
に
関
す
る
諸
問
題
を
話
し
合
っ
た
。
以
下
は
、
こ

の
席
に
立
ち
会
っ
た
記
者
の
リ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。

合
わ
せ
て
い
る
人
が
本
当
に
そ
の
刀

の
善
意
の
所
有
者
か
ど
う
か
確
認
で

き
な
い
の
で
、
個
人
情
報
保
護
の
立

場
か
ら
開
示
を
控
え
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　「
こ
ん
な
些
細
な
こ
と
な
ら
答
え

て
く
れ
て
も
良
さ
そ
う
な
も
の
な
の

に
」
と
思
わ
れ
た
こ
と
も
、
実
は
深

い
配
慮
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
単
な
る
日
付
の
誤
記
だ
と
思
っ
て

も
、
そ
れ
が
本
当
に
単
な
る
誤
記
な

の
か
、
確
認
が
必
要
で
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
。

　
し
か
し
善
意
の
所
有
者
か
ら
す
れ

ば
、
自
分
の
せ
い
で
は
な
い
間
違
い

で
な
ぜ
時
間
を
割
き
、
わ
ざ
わ
ざ
登

録
審
査
会
場
に
足
を
運
ば
ね
ば
な
ら

な
い
の
か
、
と
い
う
不
満
が
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
も
、
一
同
、
あ
ら
た
め

て
確
認
し
た
。

③
内
容
確
認
と
職
員
の
不
在

　
電
話
で
登
録
証
の
内
容
確
認
を
す

る
際
に
、
休
暇
や
休
憩
で
担
当
者
が

お
ら
ず
、
そ
し
て
担
当
者
は
一
人
し

か
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
、
買
い

取
り
の
際
に
と
て
も
困
る
こ
と
が
あ

る
こ
と
を
伝
え
た
。
各
都
道
府
県
の

登
録
事
務
担
当
が
専
任
一
人
の
み
と

い
う
ケ
ー
ス
は
多
く
、
例
え
ば
、
金

曜
日
に
問
い
合
わ
せ
て
担
当
者
が
不

在
で
、
確
認
が
月
曜
日
に
な
る
な
ど

と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
な
る
べ
く

サ
ブ
の
人
を
置
い
て
、
対
応
し
て
ほ

し
い
と
要
望
を
伝
え
た
。

　
こ
の
時
、
約
三
十
年
前
の
登
録
業

務
を
振
り
返
り
、
そ
の
仕
事
量
が
何

倍
に
も
増
え
、
多
忙
を
極
め
て
い
る

こ
と
が
話
題
と
な
っ
た
。
深
海
理
事

長
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
平
成
三
年
以

来
の
組
合
発
行
の
『
や
さ
し
い
か
た
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令
和
五
年
十
月
上
旬
、
一
般
社
団
法
人
共
同
通
信
社
の
調
査
結
果
の
公
表

を
受
け
た
各
地
方
新
聞
が
、
行
方
を
把
握
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
都
道
府
県

指
定
の
文
化
財
が
全
国
で
一
五
一
件
あ
り
、
そ
の
大
半
が
刀
剣
類
で
あ
る
こ

と
を
一
斉
に
報
じ
ま
し
た
。
今
回
報
じ
ら
れ
た
、
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る

各
県
指
定
の
刀
剣
類
は
い
ず
れ
も
個
人
所
有
で
す
。
相
続
や
売
買
、
所
有

者
の
転
居
等
が
原
因
で
保
管
場
所
が
移
動
し
、
所
在
を
た
ど
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た
も
の
で
、
栃
木
県
、
静
岡
県
と
も
に
一
八
件
に
上
り
ま
す
。

　
各
県
の
規
定
で
は
、
県
指
定
文
化
財
の
所
有
者
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
、

新
た
な
所
有
者
が
、
所
有
者
の
変
更
届
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
各
県
の
区
域
内
に
存
在
す
る
文
化
財
が
指
定
対
象
で
あ
る
た

め
、
県
境
を
ま
た
ぐ
移
動
が
生
じ
た
場
合
は
、
そ
の
指
定
は
解
除
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
新
た
に
入
手
し
た
刀
剣
が
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
県
指
定

刀
剣
類
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
指
定
書
が
付
随
し
て
い
た
場
合
は
、
指

定
し
た
県
に
ご
連
絡
い
た
だ
き
、
貴
重
な
文
化
財
の
所
在
が
明
ら
か
に
な

る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
栃
木
県
文
化
振
興�

課
文
化
財
保
護
担
当�

＝
☎
〇
二
八-

六
二
三-

三
四
二
四

■
静
岡
県
文
化
財
課
＝
☎
〇
五
四-

二
二
一-

三
一
五
八

栃
木
県
・
静
岡
県
か
ら
の
お
願
い
で
す

行
方
不
明
と
な
っ
た
県
指
定
刀
剣
類
の

�

発
見
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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刀剣業界の情報紙である『刀剣界』では、記事を募集しています。ニュースや催事情報、イベント・リポート、ブック・レビュー、随筆・意見・感想など、何でも結構です。
写真も添えてください。組合員・賛助会員以外の方も歓迎です。ただし、採否は編集委員会に諮り、紙面の関係で編集させていただくことがあります。

　刀剣の登録証にまつわる業務でいつも大変お世話になっております。
登録証と原票の内容の不一致等について、さまざまなお考えの方がお
られるようで、ご意見やご要望が当組合にも寄せられております。
　ご意見・ご要望の多くは、一言でいえば、各都道府県での過去の登
録の際に発生した、登録証の記載事項の誤記を原因とするトラブルの
解決、事務手続きの簡便化です。既にお察しのこととは存じますが、
刀剣を取得した善意の第三者が、所有者変更届をしようとする時、登
録証・台帳の不備や、台帳の電子化の作業中の入力ミスによる台帳不
備により、困惑するケースが多発しているのです。
　私どもは、そうした問題に対処するため、またデジタルカメラやパ
ソコン、インターネット等ＩＴ環境の進歩した昨今の事情を踏まえ、登
録時の原本作成や訂正再交付手続き等の見直しの時期が来ているので
はないかと考えております。以下に要点を記させていただきますので、
ご検討の程、お願い申し上げます。
①登録審査時における刀剣類の扱いについて
　登録審査に参りますと、現物確認の際、刀剣に直接触れる計測台や袱
紗が清潔なのだろうかと思われる方もいるようです。研磨の施されてい
る刀剣に配慮することなく、一律に同じ計測台に載せることにより、刀
身に細かな傷や錆が付く可能性があるというご意見です。刀剣が傷つい
たり、錆が付いたりするのを防ぐため、錆びている刀剣類（たとえば倉
庫などから発見されたばかりの、錆のある刀剣類）と研磨されていて錆
びていない刀剣類を分けて計測台を使用するべきかと存じます。
②�登録証の内容が合致していて登録年月日が異なる場合の対応について
　登録証の年月日の一部だけが異なっている場合、その対応は都道府
県によってまちまちです。全国の都道府県教育委員会で意見交換して
いただき、許容される交付年をいつごろまでとするか等、対応の統一
が必要ではないでしょうか。
　しかも年月日の一部、例えば、〇月△日の月が異なる、日が違って
いる場合、実際はどうなのか現状ではお答えいただけません。しかし、
年月日が台帳でどうなっているのか、秘密にすることにより、いかな
る犯罪が防止されるのでしょうか。それもかねがね疑問だというご意
見もあります。内容が合致していて、単なる日付の誤記である可能性
が高いのであれば、何月何日なのかお教えいただき、簡便な名義変更
ができるよう希望いたします。
③登録業務の引き継ぎと業務の把握
　新年度を迎える時期、各都道府県では登録業務の担当者が代わるこ
とがあります。が、引き継ぎが不十分で、新任の方が刀剣の基礎的な
知識のない場合も多く、登録証の内容確認や記載不備への対応、台帳
の確認の際に不手際が生じ、必要以上の時間を費やすことがあります。
年度替わりで担当者が交代しても業務が円滑に行われるよう、引き継
ぎを十分に行っていただきたいと思います。
　また登録証の内容確認をする際、担当者が休みなどで不在の場合、
内容確認ができないというケースもよくあります。内容確認は緊急を
要することもありますので、いつ、いかなる場合でも対応できる態勢
を整えていただきたいと思います。
④訂正再交付の手続きの簡便化
　登録証の内容がほぼ合っていて、登録証の改竄、偽造の可能性が低
いことが明らかな場合でも、常に現物確認を強いられることに疑問が
あります。
　現在、都道府県教育委員会の多くは、登録時の審査員の測定の誤り、
記載の誤りが原因で登録証に不備がある可能性が高い場合でも、判で
押したように、現物確認を指示します。しかし、状況を鑑みて、情報
のやり取りをすることにより、現所有者に負担の少ない訂正、再交付
の手続きが本当はできるのではないでしょうか。
　例えば、銘字や種別の誤記などの場合、現所有者からメールなどで
送付してもらった茎のデジタル写真や鑑定書があれば、そのスキャン
データを台帳と照合すれば、登録審査会場にわざわざ足を運ぶことな
く（審査会場での滞在時間は１時間から２時間になることがあり、ま

た往復の時間を考えると半日仕事となります）、登録証の不備と現品の
銘字の確認ができるのではないでしょうか。
⑤登録証の内容についての開示のお願い
　刀剣の取得者は、名義変更や内容確認をした時、登録証の記載内容と
原票との不一致などを初めて知ります。その際、何が不備で名義変更が
できないのかを質問しても、現所有者には回答されないことが多いです。
しかし、内容がどう異なっているのかを開示し、また現所有者と情報交
換を行えば、再交付手続きが簡便になるのではないでしょうか。
⑥新所有者の希望に沿った対処
　刀剣の所有者の中には、刀剣そのものも気に入っているけれど、登
録証が自身の出身地と同じであるから愛着があるなどの理由で、その
登録証を特別に大事にしている人も少なくありません。しかし、登録
証の不備があり、登録証を発行した都道府県教育委員会が誤記を認め
ない場合、多くは「記載と台帳の文言が違うので、今後は審査を受け
た都道府県の指示に従ってください」と言われ、審査を受けた都道府
県で再交付されてしまい、愛着のある都道府県の登録証ではなくなっ
てしまう場合があります。登録証に特別な愛着がある故に、その抹消
を望まない人は大勢おります。所有者の希望を汲んだ対応ができない
ものでしょうか。
⑦�登録審査員が読み取った銘文をその場で申請者と一緒に確認すること
　登録審査委員は読み取った銘文を、登録に来た人に開示しない場合
が多いです。それ故、誤読・誤記があっても気づかず、正しく記載さ
れていると信じて帰宅し、後日（場合によっては数年後）、誤りが明ら
かになることがあります。そんな場合も当然、また現物確認が求められ、
大変な手間暇です。
　そのようなことにならないよう、登録審査委員の方は読み取った銘
文と現物の銘文を、来場者とともに確認し、双方納得の上で登録証を
発行していただきたいと思います。
　また後日、誤記が判明した場合に、速やかに訂正再交付ができるよう、
登録時に必ず、茎をデジタルカメラで撮影し、台帳とともに記録する
ことを提案させていただきます。
⑧既に返還されている登録証とその対応
　刀剣を取得した後、登録証の内容確認をしたり、所有者変更届出書
を提出した際、現在付されている登録証が、実は過去に返還されてい
る事実が明らかになり、「無効です」と言われることがあります。善意
の第三者である現所有者にとっては、なぜそんな事態になっているの
か、返還されているはずの登録証が現実に付帯しているのはなぜなの
か、全くわからないことです。が、責任は現所有者に求められ、現物
確認を指示されます。
　しかし、先に申し上げましたように、事情をよくよく聞いた上で、
茎のデジタル写真と登録の内容を照合して確認し、現在付されている
登録証を回収した上で、速やかに新しい登録証を再交付することは可
能なのではないでしょうか。ご検討を賜りたいと存じます。

　昭和 26 年に始まった刀剣の登録業務ですが、原本作成にまつわる何
らかの不備は少なからず発生しておりますし、また今後も必ず起こる
と思われます。しかし登録審査の際に、今後はデジタルカメラで茎の
撮影をして、写真をデータベースで検索できるようにしておけば、誤
記入や入力処理ミスなどを後日、簡単に確認することができるように
思われます。そうなれば、利用者も行政も楽なのではないでしょうか。
また現物鑑定審査の申し込みもデジタル化してはいかがでしょうか。
　以上、登録証にまつわる問題点を述べさせていただきました。当組
合もご意見を承りながら、改善にご協力できることがあれば、ぜひお
手伝いさせていただきたいと考えております。
　当組合といたしましては、お話し合いの叩き台とするべく、登録証
に関する問題点の一部を列記した次第です。ご一読の上、何卒ご理解
を賜りたくお願い申し上げます。
（令和6年2月5日に東京都の担当者と面談した際、提案した全文です）

登録事務の改善に関するご提案 全国刀剣商業協同組合　
防犯対策部会総務委員会
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な
』
に
よ
る
「
所
有
者
変
更
届
を
出

し
ま
し
ょ
う
」
の
影
響
も
大
き
い
と

い
う
。
ま
た
発
見
届
と
受
理
は
警
察

の
仕
事
で
、
登
録
は
文
化
行
政
だ

が
、
教
育
委
員
会
は
不
正
登
録
問
題

の
解
決
に
携
わ
っ
て
お
り
、
い
わ
ば

警
察
の
業
務
と
文
化
行
政
の
両
方
に

関
わ
っ
て
い
る
と
も
言
え
、
ま
た
東

京
都
は
発
見
届
出
数
と
刀
剣
愛
好
者

が
多
い
の
で
、
多
忙
と
な
る
の
は
必

然
。
わ
れ
わ
れ
の
知
ら
な
い
苦
労
を

今
更
な
が
ら
に
知
っ
た
。

④
返
却
済
み
登
録
証
の
こ
と

　「
こ
の
登
録
証
は
既
に
返
却
さ
れ

て
い
る
の
で
無
効
だ
」
と
さ
れ
る

ケ
ー
ス
も
話
題
に
な
っ
た
。
輸
出
し

た
後
の
未
返
還
登
録
証
、
再
発
行
後

に
見
つ
か
っ
た
紛
失
登
録
証
の
未
返

還
の
問
題
は
、
都
庁
が
捜
査
す
る
機

関
で
は
な
い
と
こ
ろ
か
ら
対
応
は
難

し
い
。
未
返
還
登
録
証
と
輸
出
に
関

連
し
、
外
国
か
ら
の
輸
入
刀
剣
の
登

録
問
題
も
話
題
に
な
っ
た
。
こ
の
件

に
つ
い
て
は
「
刀
剣
・
和
鉄
文
化
を

保
存
振
興
す
る
議
員
連
盟
」
も
注
視

し
て
い
る
こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
。

⑤
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
導
入

　
今
後
の
登
録
証
交
付
に
つ
い
て
も

提
案
し
た
。
登
録
時
に
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
で
茎
の
写
真
を
撮
影
し
て
デ
ー

タ
を
保
存
す
る
こ
と
で
、
業
務
を
簡

便
化
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
だ
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
東
京
都

も
よ
く
理
解
し
て
お
り
、
他
県
の
登

録
の
刀
の
内
容
確
認
の
際
に
は
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
で
の
撮
影
を
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
ら
ば
全
面

導
入
か
と
い
う
と
、
こ
れ
も
容
易
で

は
な
い
ら
し
い
。
と
い
う
の
も
、
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
の
撮
影
は
簡
単
だ

が
、
そ
の
後
の
デ
ー
タ
処
理
や
台
帳

と
の
照
合
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構

築
は
、
デ
ー
タ
も
膨
大
に
な
る
こ
と

か
ら
今
す
ぐ
に
は
対
応
で
き
な
い
と

い
う
の
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
で
も

将
来
的
に
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
こ

と
に
理
解
は
あ
る
よ
う
だ
っ
た
。

⑥�

特
別
な
登
録
証
に
対
す
る�

愛
着
へ
の
配
慮

　
登
録
証
の
発
行
さ
れ
た
都
道
府
県

と
発
行
年
（
昭
和
二
十
六
年
な
ど
）

に
対
す
る
こ
だ
わ
り
や
愛
着
に
つ
い

て
の
配
慮
も
提
言
。
東
京
都
だ
け
で

は
対
応
で
き
な
い
こ
と
で
は
あ
る

が
、
所
持
者
の
思
い
や
気
持
ち
は
わ

か
る
と
い
う
。

⑦
登
録
事
務
担
当
者
会
議
に
つ
い
て

　
ま
た
、
都
道
府
県
の
登
録
事
務
担

当
者
の
会
議
が
年
一
回
十
一
月
ご
ろ

に
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
知
っ

た
。
業
務
上
の
課
題
な
ど
情
報
を
交

換
し
、
良
い
所
は
採
る
の
も
有
意
義

だ
し
、
大
い
に
情
報
を
交
換
し
て
業

務
改
善
に
生
か
し
て
ほ
し
い
と
思
っ

た
。
例
え
ば
現
在
、
東
京
都
は
登
録

の
費
用
を
電
子
マ
ネ
ー
で
支
払
え
る

よ
う
に
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
昨
今
、

同
会
議
で
話
題
に
な
っ
た
と
い
う
。

先
に
触
れ
た
計
測
台
を
刷
毛
で
掃
除

す
る
こ
と
も
情
報
と
し
て
共
有
さ
れ

れ
ば
良
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　話
し
合
い
を
終
え
て

　
平
素
、
登
録
事
務
で
は
何
か
と
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
教
育
庁
の
萩
原

課
長
代
理
、
現
場
リ
ー
ダ
ー
の
吉
田

さ
ん
の
ご
両
人
と
面
談
し
た
こ
と

で
、
東
京
都
が
法
令
を
遵
守
し
な
が

ら
、
誠
実
に
登
録
事
務
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
る
こ
と
が
大
変
よ
く
わ

か
っ
た
。
ま
た
、
刀
剣
関
係
者
側
か

ら
の
問
題
点
や
疑
問
を
先
方
に
伝

え
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
と
い
う
思
い
を
共
有
で

き
た
こ
と
は
意
義
深
か
っ
た
。

　
外
へ
出
る
と
、
霙
は
既
に
重
た
い

雪
に
変
わ
っ
て
い
た
。�

（
Ｔ
・
Ｋ
）

　
全
国
に
は
ま
だ
登
録
さ
れ
て
い
な
い

刀
剣
類
や
、
登
録
証
を
紛
失
し
て
し

ま
っ
た
な
ど
の
事
例
が
少
な
か
ら
ず
存

在
し
て
い
ま
す
。
都
道
府
県
の
登
録
審

査
会
場
に
は
、
そ
の
よ
う
な
刀
剣
類
を

持
っ
た
人
々
が
一
抹
の
不
安
を
抱
え
て

来
場
し
て
い
ま
す
。

　
登
録
審
査
の
際
、
審
査
委
員
は
刀
剣

の
長
さ
・
反
り
を
計
る
の
に
ほ
ぼ
同
様

な
計
測
台
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
中
に

は
か
な
り
錆
び
て
い
る
刀
も
あ
り
、
錆

び
て
い
る
刀
の
後
に
、
研
磨
済
み
の
刀

を
同
じ
計
測
台
の
上
に
置
く
と
、
錆
が

付
着
し
て
表
面
を
傷
つ
け
か
ね
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
拭
う
に
際
し
て
も
、
余
程
注

意
し
な
い
と
、
次
に
拭
う
刀
剣
を
傷
つ

け
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　
審
査
の
終
了
後
に
、
所
有
者
が
刀
剣

を
見
て
、
審
査
の
前
に
は
な
か
っ
た
傷

が
付
い
て
し
ま
っ
た
と
、
教
育
委
員
会

と
争
い
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
度
の
東
京
都
教
育
委
員
会
と
の

面
談
の
中
で
、
刀
剣
類
審
査
の
際
、
刀

剣
ご
と
に
そ
の
都
度
、
計
測
台
の
上
を

刷
毛
で
掃
い
て
い
た
だ
け
な
い
か
と
提

案
し
た
と
こ
ろ
、
早
速
、
採
用
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
当
組
合
で
は
こ

の
度
、
刀
剣
登
録
審
査
の
際
に
使
用
す

る
計
測
台
を
掃
く
た
め
の
刷
毛
を
選
定

し
、
四
十
七
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会

へ
二
個
ず
つ
お
送
り
し
ま
し
た
。

　
試
験
的
に
使
用
し
て
い
た
だ
き
、
そ

の
刷
毛
が
所
期
の
働
き
を
発
揮
す
る
の

か
、
判
断
願
え
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。
改

善
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
お
送
り
し
た
結
果
、
連
日
、
お
礼
の

ご
連
絡
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
二
つ

の
機
関
か
ら
は
刷
毛
が
返
送
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
併
せ
て
謝
意
と
最
善
の
方

法
を
検
討
中
と
の
報
告
も
伝
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
登
録
審
査
は
、
日
本
刀
を
後
世

へ
伝
え
て
い
く
重
要
な
文
化
行
政

の
仕
事
で
す
。
当
組
合
で
は
今
後

も
、
行
政
に
協
力
し
つ
つ
、
日
本

刀
の
保
護
と
普
及
を
目
指
し
て
組

合
員
全
員
で
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。�

（
嶋
田
伸
夫
）

組合こよみ（令和6年1～ 3月）
1月11日　服部副理事長と清水専務理事が組合事務所において刀剣の評価査定
16日　東京美術倶楽部において理事懇談会を開催。出席者、深海理事長・伊
波副理事長・土肥副理事長・服部副理事長・清水専務理事・嶋田常務理事・
綱取常務理事・飯田理事・大平理事・新堀理事・生野理事・瀬下理事・松
本理事・冥賀理事・持田理事・吉井理事・飯田相談役
17日　伊波副理事長と嶋田常務理事が組合事務所において刀剣の評価査定
23日　清水専務理事と嶋田常務理事が組合事務所において刀剣の評価査定
23日　刀剣の評価査定のため綱取常務理事と持田理事が神奈川県に出張
25日　銀座長州屋において『刀剣界』第68号（再校）編集委員会
25日　嶋田常務理事が組合事務所において刀剣の評価査定
30日　新橋亭において第６回理事会を開催。出席者、深海理事長・伊波副理
事長・土肥副理事長・服部副理事長・清水専務理事・嶋田常務理事・綱取
常務理事・赤荻理事・飯田理事・大平理事・生野理事・瀬下理事・松本理
事・冥賀理事・持田理事・吉井理事・冥賀監事・瀬下昌彦氏・服部一隆氏・
新堀賀将氏・土子民夫氏
２月５日　深海理事長と嶋田常務理事が東京都庁を訪問し、登録証問題等に
ついて担当者と会談
13日　嶋田常務理事が組合事務所において刀剣の評価査定
16日　東京美術倶楽部において編集委員会を開催。『刀剣界』第69号（企画）
と『やさしいかたな』改訂版について検討
21日　都道府県教育委員会へ刀剣採寸時に使用する刷毛を送付
26日　清水専務理事が組合事務所において刀剣の評価査定
27日　深海理事長と伊波副理事長が組合事務所において刀剣の評価査定
３月11日　「あけみちゃん基金」に寄託のため伊波副理事長・飯田理事・松
本理事が産経新聞社を訪問
16日　東京美術倶楽部において第７回理事会を開催。出席者、深海理事長・
伊波副理事長・土肥副理事長・服部副理事長・清水専務理事・嶋田常務理
事・綱取常務理事・赤荻理事・飯田理事・大平理事・生野理事・新堀理事・
瀬下理事・持田理事・吉井理事・大西監事
21日　服部副理事長と清水専務理事が組合事務所において刀剣の評価査定
28日　清水専務理事と嶋田常務理事が組合事務所において刀剣の評価査定
29日　伊波副理事長と綱取常務理事が組合事務所において刀剣の評価査定

全
国
の
教
育
委
に
組
合
か
ら
刷
毛
を
寄
贈

　
久
能
山
東
照
宮
は
、
鎌
倉
時
代
の
三

池
典
太
光
世
作
と
伝
え
る
重
要
文
化
財

「
ソ
ハ
ヤ
ノ
ツ
ル
キ
」
や
平
安
時
代
末

期
の
国
宝
「
真
恒
」
を
は
じ
め
歴
代
将

軍
の
名
刀
を
創
建
以
来
、
四
百
年
以
上

所
蔵
し
、
守
り
続
け
て
き
た
。

　
し
か
し
、
長
い
刀
剣
の
歴
史
の
中
で

老
朽
化
は
避
け
ら
れ
ず
、
そ
の
伝
承
が

重
大
な
危
機
に
瀕
し
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
、
こ
の
ほ
ど
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
「
久
能
山
東
照
宮
『
刀
剣
伝
承
』

～
ソ
ハ
ヤ
ノ
ツ
ル
キ
な
ど
歴
代
将
軍
の

名
刀
に
命
の
御
衣
を
皆
の
手
で
～
」
を

立
ち
上
げ
、
修
復
の
た
め
に
広
く
善
意

を
募
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
急
務
で
あ
る
の
は
真
恒
の
拵
修
復

と
、
将
軍
刀
剣
十
四
振
の
白
鞘
新
調
と

い
う
。

　
真
恒
の
拵
は
既
に
四
百
年
以
上
経
過

し
て
お
り
、
手
に
取
る
と
拵
の
生
地
や

糸
が
す
べ
て
崩
れ
て
し
ま
う
。
展
示
は

お
ろ
か
移
動
す
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な

ず
、
当
初
は
修
理
を
す
る
予
定
だ
っ
た

が
、
現
存
し
て
い
な
い
技
術
や
素
材
で

作
ら
れ
て
い
る
た
め
、
現
代
で
修
復
可

能
か
確
証
が
持
て
な
い
た
め
、
ま
ず
は

復
元
模
造
の
制
作
を
す
る
。

　
白
鞘
は
奇
跡
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
長
い

期
間
を
使
用
し
て
き
た
た
め
、
劣
化
は

限
界
に
あ
り
、
五
カ
年
計
画
で
十
四
口

の
白
鞘
を
順
次
新
調

し
て
い
く
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
画
す
る
職
方
は

森
井
敦
央
（
鞘
師
）・

遠
山
和
康（
柄
巻
師
）・

中
田
晃
司
（
白
銀
師
）

の
三
氏
。
ま
た
、「
刀

剣
乱
舞O

N
LIN
E

」

の
賛
同
も
得
ら
れ
て

い
る
。

　
返
礼
品
に
は
、「
ソ

ハ
ヤ
ノ
ツ
ル
キ
」
白

鞘
の
写
し
や
「
真
恒
」

の
拵
の
復
元
模
造
に

実
際
に
使
用
す
る
生
地
、そ
し
て
職
人
・

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
チ
ー
ム
と
し
て
集
う

株
式
会
社studio

仕
組
や
プ
ロ
ダ
ク

ト
レ
ー
ベ
ル
「Floyd

（
フ
ロ
イ
ド
）」

が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
グ
ッ
ズ
の
ほ

か
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
三
輪
士
郎
さ

ん
に
よ
る
「
刀
剣
乱
舞ONLINE

」

の
刀
剣
男
士
「
ソ
ハ
ヤ
ノ
ツ
ル
キ
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
記
念
描
き
下
ろ
し
イ
ラ
ス

ト
を
使
用
し
た
特
別
返
礼
品
な
ど
、
全

21
コ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
る
。

■
申
込
先
＝
〒
４
２
２-

８
０
１
１�

静

岡
市
駿
河
区
根
古
屋
三
九
〇�

久
能
山

東
照
宮
社
務
所�

☎
〇
五
四-

二
三
七-

二
四
三
八
ま
た
は
久
能
山
東
照
宮
「
刀

剣
伝
承
」
ペ
ー
ジ

新調対象：徳川将軍所有 · 寄進の 14 口の刀剣白鞘
資料名 時代 指定 備考

太刀　妙純傳持　
ソハヤノツルキ　ウツスナリ

（無銘 光世作）
鎌倉中期 重要文化財 家康所用

脇差　無銘 行光作 鎌倉末期 重要文化財 家康所用
脇指　無銘 貞宗作 南北朝　 重要文化財 家康所用
太刀　銘 真恒 平安末期 国宝　　　 秀忠寄進
太刀　銘 雲次 鎌倉末期 重要文化財 家光寄進
太刀　銘 國行 鎌倉中期 重要文化財 吉宗寄進
太刀　銘 末守 鎌倉後期 重要文化財 家重寄進
太刀　銘 守家 鎌倉中期 重要文化財 家治寄進
太刀　銘 國宗 鎌倉中期 重要文化財 家治寄進
太刀　銘 安則 鎌倉初期 重要文化財 家治寄進
太刀　銘 高□（實） 鎌倉初期 重要文化財 家斉寄進
太刀　銘 國宗 鎌倉中期 重要文化財 家斉寄進
太刀　銘 國行 鎌倉中期 重要文化財 家斉寄進
太刀　銘 正恒 平安末期 重要文化財 慶喜寄進 劣化が著しい将軍刀剣の白鞘

久
能
山
東
照
宮
で

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
開
始



刀　剣　界令和6年4月15日発行 第69号

（3）

刀剣業界の情報紙である『刀剣界』では、記事を募集しています。ニュースや催事情報、イベント・リポート、ブック・レビュー、随筆・意見・感想など、何でも結構です。
写真も添えてください。組合員・賛助会員以外の方も歓迎です。ただし、採否は編集委員会に諮り、紙面の関係で編集させていただくことがあります。

　刀剣の登録証にまつわる業務でいつも大変お世話になっております。
登録証と原票の内容の不一致等について、さまざまなお考えの方がお
られるようで、ご意見やご要望が当組合にも寄せられております。
　ご意見・ご要望の多くは、一言でいえば、各都道府県での過去の登
録の際に発生した、登録証の記載事項の誤記を原因とするトラブルの
解決、事務手続きの簡便化です。既にお察しのこととは存じますが、
刀剣を取得した善意の第三者が、所有者変更届をしようとする時、登
録証・台帳の不備や、台帳の電子化の作業中の入力ミスによる台帳不
備により、困惑するケースが多発しているのです。
　私どもは、そうした問題に対処するため、またデジタルカメラやパ
ソコン、インターネット等ＩＴ環境の進歩した昨今の事情を踏まえ、登
録時の原本作成や訂正再交付手続き等の見直しの時期が来ているので
はないかと考えております。以下に要点を記させていただきますので、
ご検討の程、お願い申し上げます。
①登録審査時における刀剣類の扱いについて
　登録審査に参りますと、現物確認の際、刀剣に直接触れる計測台や袱
紗が清潔なのだろうかと思われる方もいるようです。研磨の施されてい
る刀剣に配慮することなく、一律に同じ計測台に載せることにより、刀
身に細かな傷や錆が付く可能性があるというご意見です。刀剣が傷つい
たり、錆が付いたりするのを防ぐため、錆びている刀剣類（たとえば倉
庫などから発見されたばかりの、錆のある刀剣類）と研磨されていて錆
びていない刀剣類を分けて計測台を使用するべきかと存じます。
②�登録証の内容が合致していて登録年月日が異なる場合の対応について
　登録証の年月日の一部だけが異なっている場合、その対応は都道府
県によってまちまちです。全国の都道府県教育委員会で意見交換して
いただき、許容される交付年をいつごろまでとするか等、対応の統一
が必要ではないでしょうか。
　しかも年月日の一部、例えば、〇月△日の月が異なる、日が違って
いる場合、実際はどうなのか現状ではお答えいただけません。しかし、
年月日が台帳でどうなっているのか、秘密にすることにより、いかな
る犯罪が防止されるのでしょうか。それもかねがね疑問だというご意
見もあります。内容が合致していて、単なる日付の誤記である可能性
が高いのであれば、何月何日なのかお教えいただき、簡便な名義変更
ができるよう希望いたします。
③登録業務の引き継ぎと業務の把握
　新年度を迎える時期、各都道府県では登録業務の担当者が代わるこ
とがあります。が、引き継ぎが不十分で、新任の方が刀剣の基礎的な
知識のない場合も多く、登録証の内容確認や記載不備への対応、台帳
の確認の際に不手際が生じ、必要以上の時間を費やすことがあります。
年度替わりで担当者が交代しても業務が円滑に行われるよう、引き継
ぎを十分に行っていただきたいと思います。
　また登録証の内容確認をする際、担当者が休みなどで不在の場合、
内容確認ができないというケースもよくあります。内容確認は緊急を
要することもありますので、いつ、いかなる場合でも対応できる態勢
を整えていただきたいと思います。
④訂正再交付の手続きの簡便化
　登録証の内容がほぼ合っていて、登録証の改竄、偽造の可能性が低
いことが明らかな場合でも、常に現物確認を強いられることに疑問が
あります。
　現在、都道府県教育委員会の多くは、登録時の審査員の測定の誤り、
記載の誤りが原因で登録証に不備がある可能性が高い場合でも、判で
押したように、現物確認を指示します。しかし、状況を鑑みて、情報
のやり取りをすることにより、現所有者に負担の少ない訂正、再交付
の手続きが本当はできるのではないでしょうか。
　例えば、銘字や種別の誤記などの場合、現所有者からメールなどで
送付してもらった茎のデジタル写真や鑑定書があれば、そのスキャン
データを台帳と照合すれば、登録審査会場にわざわざ足を運ぶことな
く（審査会場での滞在時間は１時間から２時間になることがあり、ま

た往復の時間を考えると半日仕事となります）、登録証の不備と現品の
銘字の確認ができるのではないでしょうか。
⑤登録証の内容についての開示のお願い
　刀剣の取得者は、名義変更や内容確認をした時、登録証の記載内容と
原票との不一致などを初めて知ります。その際、何が不備で名義変更が
できないのかを質問しても、現所有者には回答されないことが多いです。
しかし、内容がどう異なっているのかを開示し、また現所有者と情報交
換を行えば、再交付手続きが簡便になるのではないでしょうか。
⑥新所有者の希望に沿った対処
　刀剣の所有者の中には、刀剣そのものも気に入っているけれど、登
録証が自身の出身地と同じであるから愛着があるなどの理由で、その
登録証を特別に大事にしている人も少なくありません。しかし、登録
証の不備があり、登録証を発行した都道府県教育委員会が誤記を認め
ない場合、多くは「記載と台帳の文言が違うので、今後は審査を受け
た都道府県の指示に従ってください」と言われ、審査を受けた都道府
県で再交付されてしまい、愛着のある都道府県の登録証ではなくなっ
てしまう場合があります。登録証に特別な愛着がある故に、その抹消
を望まない人は大勢おります。所有者の希望を汲んだ対応ができない
ものでしょうか。
⑦�登録審査員が読み取った銘文をその場で申請者と一緒に確認すること
　登録審査委員は読み取った銘文を、登録に来た人に開示しない場合
が多いです。それ故、誤読・誤記があっても気づかず、正しく記載さ
れていると信じて帰宅し、後日（場合によっては数年後）、誤りが明ら
かになることがあります。そんな場合も当然、また現物確認が求められ、
大変な手間暇です。
　そのようなことにならないよう、登録審査委員の方は読み取った銘
文と現物の銘文を、来場者とともに確認し、双方納得の上で登録証を
発行していただきたいと思います。
　また後日、誤記が判明した場合に、速やかに訂正再交付ができるよう、
登録時に必ず、茎をデジタルカメラで撮影し、台帳とともに記録する
ことを提案させていただきます。
⑧既に返還されている登録証とその対応
　刀剣を取得した後、登録証の内容確認をしたり、所有者変更届出書
を提出した際、現在付されている登録証が、実は過去に返還されてい
る事実が明らかになり、「無効です」と言われることがあります。善意
の第三者である現所有者にとっては、なぜそんな事態になっているの
か、返還されているはずの登録証が現実に付帯しているのはなぜなの
か、全くわからないことです。が、責任は現所有者に求められ、現物
確認を指示されます。
　しかし、先に申し上げましたように、事情をよくよく聞いた上で、
茎のデジタル写真と登録の内容を照合して確認し、現在付されている
登録証を回収した上で、速やかに新しい登録証を再交付することは可
能なのではないでしょうか。ご検討を賜りたいと存じます。

　昭和 26 年に始まった刀剣の登録業務ですが、原本作成にまつわる何
らかの不備は少なからず発生しておりますし、また今後も必ず起こる
と思われます。しかし登録審査の際に、今後はデジタルカメラで茎の
撮影をして、写真をデータベースで検索できるようにしておけば、誤
記入や入力処理ミスなどを後日、簡単に確認することができるように
思われます。そうなれば、利用者も行政も楽なのではないでしょうか。
また現物鑑定審査の申し込みもデジタル化してはいかがでしょうか。
　以上、登録証にまつわる問題点を述べさせていただきました。当組
合もご意見を承りながら、改善にご協力できることがあれば、ぜひお
手伝いさせていただきたいと考えております。
　当組合といたしましては、お話し合いの叩き台とするべく、登録証
に関する問題点の一部を列記した次第です。ご一読の上、何卒ご理解
を賜りたくお願い申し上げます。
（令和6年2月5日に東京都の担当者と面談した際、提案した全文です）

登録事務の改善に関するご提案 全国刀剣商業協同組合　
防犯対策部会総務委員会
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本
紙
66
号
の
「
旅
の
つ
れ
づ
れ
に
」

で
、
韮
山
反
射
炉
と
江
川
邸
を
ご
紹
介

し
た
。
あ
れ
か
ら
一
年
た
っ
て
、
日
本

銃
砲
史
学
会
が
水
戸
市
で
研
究
会
を
開

く
と
の
案
内
を
知
人
か
ら
も
ら
っ
た
。

茨
城
県
立
歴
史
館
の
講
堂
が
会
場
で
、

折
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
特
別
展
「
那

珂
湊
反
射
炉
︱
鉄
と
近
代
を
創
る
」
を

見
て
、翌
日
は
史
跡
見
学
会
だ
と
い
う
。

　
前
後
し
て
、「
鉄
の
技
術
と
歴
史
」

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
メ
ン
バ
ー
を
介

し
、
某
作
家
か
ら
情
報
の
提
供
を
求
め

ら
れ
た
。
そ
の
方
は
、
磐
城
国
三
春
出

身
の
医
師
・
熊
田
嘉
膳
に
つ
い
て
調
べ

て
お
り
、
特
に
熊
田
が
長
崎
に
留
学
し

た
事
実
は
な
い
か
、
知
り
た
が
っ
て
お

ら
れ
た
。
門
外
漢
だ
が
、
水
戸
藩
第
九

代
藩
主
・
徳
川
斉
昭
（
烈
公
）
の
意
を

受
け
た
藤
田
東
湖
に
対
し
、
反
射
炉
の

建
造
と
操
業
に
対
応
し
得
る
人
材
と
し

て
大
島
高
任
（
盛
岡
藩
士
）・
竹
下
清

右
衛
門
（
薩
摩
藩
士
）
の
二
人
を
推
挙

し
た
の
が
熊
田
で
あ
る
ぐ
ら
い
は
知
っ

て
い
た
。
も
っ
と
も
、
主
な
ネ
タ
元
は

関
一
『
水
戸
烈
公
の
国
防
と
反
射
炉
』

と
大
島
信
蔵
『
大
島
高
任
行
実
』
の
二

冊
ぐ
ら
い
だ
っ
た
の
だ
が
。

　
提
供
し
た
情
報
が
ど
れ
だ
け
役
立
っ

た
の
か
、
心
許
な
い
が
、
数
日
し
て
お

礼
の
品
が
送
ら
れ
て
き
た
の
に
は
恐
縮

し
た
。た
だ
し
、や
り
と
り
の
中
で
、『
水

戸
烈
公
の
⋮
』
の
著
者
が
同
名
の
大
阪

市
長
と
誤
解
し
て
お
ら
れ
た
の
で
、
そ

こ
は
指
摘
し
た
。

　
関
は
教
育
者
で
あ
る
。
茨
城
県
立
湊

商
業
学
校
（
現
在
の
那
珂
湊
高
校
）
に

長
く
奉
職
し
、
そ
の
か
た
わ
ら
、
も
と

も
と
同
校
の
一
隅
に
あ
っ
た
反
射
炉
の

復
型
運
動
や
記
念
館
建
設
等
の
史
実
顕

彰
に
努
め
た
。

　
那
珂
湊
反
射
炉
は
安
政
四
年
（
一
八

五
七
）
ま
で
に
二
炉
が
完
成
し
、
こ
こ

で
鋳
造
さ
れ
た
大
砲
約
二
十
門
は
各
台

場
に
据
え
付
け
ら
れ
た
。
し
か
し
元
治

元
年
（
一
八
六
四
）、
天
狗
党
に
よ
る

那
珂
湊
戦
争
で
破
壊
さ
れ
、
灰
燼
に
帰

し
て
い
た
。
関
ら
の
労
が
実
っ
て
現
行

の
模
型
炉
が
完
成
し
た
の
は
昭
和
十
年

の
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
「
復
元
炉
」

と
は
呼
ば
ず
、
地
元
の
案
内
に
あ
る
の

も
あ
く
ま
で
「
反
射
炉
跡
」
で
あ
る
。

　
常
々
思
う
こ
と
は
、
全
く
新
し
い
こ

と
に
挑
ん
だ
先
人
た
ち
の
偉
さ
で
あ

る
。
反
射
炉
に
つ
い
て
言
え
ば
、
オ
ラ

ン
ダ
の
軍
人
Ｕ･

ヒ
ュ
ゲ
ー
ニ
ン
が
一

八
二
八
年
に
著
し
た
『
ロ
イ
ク
王
立
鉄

製
大
砲
鋳
造
所
に
お
け
る
鋳
造
法
』
と

い
う
一
冊
の
本
と
の
出
合
い
に
よ
り
、

砲
術
家
の
高
島
秋
帆
が
日
本
人
と
し
て

初
め
て
そ
の
存
在
を
知
っ
た
と
い
う
。

後
に
多
く
の
蘭
学
者
が
同
書
の
翻
訳
に

取
り
組
み
、『
西
洋
鉄
熕
鋳
造
篇
』『
鉄

熕
全
書
』『
鉄
熕
鋳
鑑
』
の
書
名
で
和

訳
本
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
、

い
わ
ば
バ
イ
ブ
ル
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
同
書
は「
反
射
炉
と

は
何
か
」を
記
し
た
理
論
書
で
あ
り
、
建

設
や
操
業
の
具
体
的
方
法
に
は
触
れ
て

い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
反
射
炉
は

各
地
で
試
み
ら
れ
、
和
銑
が
大
砲
の
鋳

造
に
脆
く
て
適
さ
な
い
こ
と
を
知
っ
た

大
島
は
岩
鉄
（
鉄
鉱
石
）
を
原
料
と
す

る
高
炉
製
銑
を
決
意
し
、
わ
が
国
近
代

製
鉄
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
の
で
あ
る
。

　
こ
の
辺
り
の
疑
問
を
解
く
ヒ
ン
ト

は
、
鈴
木
一
義
氏
（
元
国
立
科
学
博
物

館
産
業
技
術
史
資
料
情
報
セ
ン
タ
ー

長
）
と
中
江
秀
雄
先
生
（
早
稲
田
大
学

理
工
学
部
名
誉
教
授
）

の
講
演
の
中
に
も
多
々

あ
り
、
大
い
に
啓
発
さ

れ
た
。

　
し
か
し
、
テ
ク
ノ
ク

ラ
ー
ト
の
才
覚
だ
け
で

成
就
す
る
は
ず
も
な

い
。
那
珂
湊
反
射
炉
に

も
実
に
多
く
の
人
々
の
尽
力
が
あ
り
、

西
洋
由
来
の
知
識
や
技
能
は
皆
無
だ

が
、
わ
が
国
の
伝
承
を
身
に
付
け
た
職

人
た
ち
の
参
加
は
と
り
わ
け
加
勢
と

な
っ
た
。
士
分
に
も
取
り
立
て
ら
れ
て

大
工
棟
梁
を
務
め
た
宮
大
工
の
飛
田
与

七
、
瓦
職
人
な
が
ら
大
量
の
耐
火
煉
瓦

焼
成
に
取
り
組
ん
だ
福
井
仙
吉
、
そ
し

て
太
田
鋳
物
師
た
ち
⋮
。

　
水
戸
藩
は
反
射
炉
建
造
の
た
め
、
幕

府
か
ら
一
万
両
を
借
り
受
け
た
が
、
借

金
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
那
珂

湊
の
豪
商
、
大
黒
屋
木
内
平
七
は
、
融

資
し
た
総
額
が
三
万
両
を
超
え
る
こ
と

を
明
治
に
な
っ
て
記
録
し
て
い
る
が
、

そ
の
う
ち
反
射
炉
に
は
五
千
両
を
用
立

て
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
廃
藩
置
県
に

よ
っ
て
、
全
て
帳
消
し
に
な
っ
た
。

　
那
珂
湊
反
射
炉
事
業
に
関
わ
っ
た
藩

士
に
は
、
後
に
脱
藩
し
て
桜
田
門
外
の

変
を
起
こ
し
、
斬
首
さ
れ
た
金
子
孫
二

郎
が
い
る
。
ま
た
、
実
務
の
総
責
任
者

を
務
め
、「
反
射
炉
日
録
抄
」
と
「
反

射
炉
製
造
秘
記
」
と
い
う
詳
細
な
記
録

を
残
し
た
佐
久
間
貞
介
は
、
烈
公
の
幽

閉
を
機
に
反
射
炉
が
一
時
閉
鎖
と
な
る

や
、
出
府
し
て
諫
書
を
呈
せ
ん
と
し
て

果
た
せ
ず
、
自
害
し
た
。

　
那
珂
湊
反
射
炉
は
、
烈
公
の
国
防
政

策
の
一
環
と
し
て
開
始
さ
れ
、
激
動
す

る
幕
末
と
共
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
特
別
展
は
そ
の
構
成
・
内
容
が
素
晴

ら
し
く
、図
録
も
秀
逸
の
出
来
で
あ
る
。

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
。
満
足
の
い
く

二
日
間
だ
っ
た
。

（
土
子
民
夫
）

幕
末
の
国
防
の
中
か
ら
生
ま
れ
︑潰
え
て
いっ
た
那
珂
湊
反
射
炉

茨
城
県
立
歴
史
館
特
別
展「
那
珂
湊
反
射
炉
―
鉄
と
近
代
を
創
る
」／
日
本
銃
砲
史
学
会
研
究
会
／
史
跡
見
学
会

那珂湊反射炉と大砲（模型）

　
本
年
一
月
か
ら
東
京
都
墨
田
区
の
刀

剣
博
物
館
で
、
二
月
か
ら
は
広
島
県
福

山
市
の
ふ
く
や
ま
美
術
館
に
て
特
別
展

「
正
宗
十
哲
︱
名
刀
匠
正
宗
と
そ
の
弟

子
た
ち
︱
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
正
宗
と
い
う
巨
匠
を
軸
に
、
山
城
国

の
粟
田
口
国
綱
、備
前
国
の
三
郎
国
宗
、

福
岡
一
文
字
助
真
、
新
藤
五
国
光
や
行

光
な
ど
の
先
人
た
ち
、
さ
ら
に
正
宗
に

私
淑
も
し
く
は
相
州
伝
に
傾
倒
し
、
作

風
に
取
り
入
れ
た
と
さ
れ
る
「
十
哲
」

︱
山
城
国
の
来
国
次
と
長
谷
部
国
重
、

美
濃
国
の
兼
氏
と
金
重
、
越
中
国
の
郷

義
弘
と
則
重
、
石
見
国
の
直
綱
、
備
前

国
の
兼
光
と
長
義
、筑
前
国
の
左
文
字
、

そ
し
て
正
統
継
承
者
と
さ
れ
る
貞
宗
。

　
国
宝
十
振
、
重
要
文
化
財
十
五
振
を

含
む
数
多
の
名
品
が
主
催
の
刀
剣
博
物

館
・
ふ
く
や
ま
美
術
館
の
ほ
か
、
林
原

美
術
館
・
三
井
記
念
美
術
館
・
佐
野
美

術
館
・
徳
川
美
術
館
・
永
青
文
庫
・
柏

原
美
術
館
と
い
っ
た
全
国
の
博
物
館
・

美
術
館
か
ら
集
め
ら
れ
、
一
堂
に
会
し

た
光
景
は
ま
さ
に
圧
巻
で
あ
り
、
普
段

で
は
な
か
な
か
目
に
す
る
こ
と
が
難
し

い
文
化
庁
や
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
の
蔵

品
が
拝
見
で
き
た
こ
と
は
貴
重
な
機
会

で
あ
っ
た
。

　
そ
の
素
晴
ら
し
さ
は
書
き
尽
く
せ
る

も
の
で
は
な
い
が
、
力
強
い
姿
に
鮮
や

か
に
咲
き
誇
る
匂
出
来
の
刃
文
を
有
す

る
備
前
伝
と
、
艶
や
か
か
つ
妖
艶
に
た

な
び
く
沸
出
来
の
刃
文
を
持
つ
相
州

伝
、
三
者
三
様
と
も
言
え
る
そ
れ
ぞ
れ

に
独
特
な
作
風
を
示
す
正
宗
の
名
物
た

ち
、
包
丁
、
菖
蒲
、
冠
落
と
し
、
片
切

刃
や
大
平
造
と
い
っ
た
多
彩
で
個
性
的

な
造
込
み
や
作
風
を
示
す
作
品
群
の
対

比
は
、
何
度
見
て
も
楽
し
め
る
素
晴
ら

し
い
展
覧
会
だ
っ
た
。

　
本
展
の
図
録
は
、
前
期
の
刀
剣
博
物

館
で
は
増
刷
後
も
早
々
に
売
り
切
れ
、

ふ
く
や
ま
美
術
館
で
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

時
に
も
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
ま

と
め
て
購
入
す
る
人
々
の
姿
が
見
ら
れ

た
。
全
出
品
作
に
写
真
と
押
形
が
添
え

ら
れ
、
巻
末
に
は
石
井
彰
・
原
田
一
敏
・

井
本
悠
紀
・
月
村
紀
乃
の
各
学
芸
員
が

そ
れ
ぞ
れ
「
相
州
伝
の
完
成
者
正
宗
と

正
宗
十
哲
に
つ
い
て
」「
史
料
か
ら
み

た
正
宗
の
評
価
」「
正
宗
抹
殺
論
が
果

た
し
た
意
義
を
考
え
る
」「
名
刀
匠
正

宗
の
イ
メ
ー
ジ
は
ど
の
よ
う
に
受
け
継

が
れ
た
か
︱
興
行
演
目
と
正
宗
説
話
」

と
題
し
て
優
れ
た
論
考
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

　
正
宗
を
テ
ー
マ
と
し
た
展
覧
会
は
、

筆
者
に
と
っ
て
は
二
〇
〇
二
年
に
佐
野

美
術
館
ほ
か
四
館
で
開
催
さ
れ
た
特
別

展
「
正
宗
︱
日
本
刀
の
天
才
と
そ
の
系

譜
」
が
印
象
深
い
が
、
当
時
も
展
覧
会

図
録
が
売
り
切
れ
、
の
ち
に
プ
レ
ミ
ア

図
録
と
な
っ
て
高
額
で
売
買
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。
ま
だ
購
入

さ
れ
て
い
な
い
方
は
早
め
に
手
に
入
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。

　
昨
今
で
は
各
地
で
刀
剣
展
覧
会
が
増

え
た
お
か
げ
で
周
遊
も
楽
し
い
。
筆
者

も
、
同
時
期
に
開
催
さ
れ
て
い
た
東
京

国
立
博
物
館
の
特
別
展
「
本
阿
弥
光
悦

の
大
宇
宙
」、
大
阪
の
中
之
島
香
雪
美

術
館
で
企
画
展
「
館
蔵
刀
剣
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
︱
刀
と
拵
の
美
」
続
け
て
拝
観

し
た
。
当
新
聞
な
ど
で
も
各
地
の
展
覧

会
情
報
を
随
時
ご
紹
介
し
て
い
る
の

で
、
お
出
か
け
の
際
に
は
ぜ
ひ
近
隣
の

展
覧
会
情
報
を
確
認
し
、
足
を
運
ば
れ

る
の
に
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が

た
い
。

　
私
事
で
あ
る
が
、
実
に
二
十
年
ぶ
り

と
な
る
多
数
の
正
宗
を
見
比
べ
る
好
機

に
、
息
子
た
ち
を
連
れ
て
刀
剣
博
物
館

へ
二
回
、
ふ
く
や
ま
美
術
館
へ
一
回
足

を
運
ん
だ
。

　
刀
剣
博
物
館
で
は
入
館
者
が
六
千
三

百
人
を
超
え
た
と
い
い
、
ふ
く
や
ま
美

術
館
で
は
初
日
の
開
館
前
か
ら
開
場
を

待
つ
女
性
た
ち
が
列
を
な
し
て
い
た
。

昔
に
比
べ
、
女
性
来
館
者
の
人
数
が
爆

発
的
に
増
え
た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い

変
化
で
あ
る
。

　
香
雪
美
術
館
で
は
、
母
親
と
と
も
に

観
覧
す
る
小
学
生
ぐ
ら
い
の
お
子
さ
ん

の
姿
を
見
か
け
た
。
楽
し
そ
う
に
展
示

品
を
指
差
し
、
作
品
に
つ
い
て
話
を
し

て
い
る
母
子
の
姿
は
微
笑
ま
し
く
、
将

来
、
愛
刀
家
と
な
り
刀
剣
文
化
の
担
い

手
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
た
も

の
で
あ
る
。

　
中
に
は
「
静
か
に
鑑
賞
し
ろ
」
と
眉

を
顰
め
る
方
も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
ど
う
ぞ
刀
剣
界
の
未
来
の
た

め
に
、
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

（
飯
田
慶
雄
）

正
宗
十
哲
か
ら﹁
光
悦
の
大
宇
宙
﹂︑村
山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ま
で
を
堪
能

刀
剣
博
物
館･

ふ
く
や
ま
美
術
館
特
別
展「
正
宗
十
哲
―
名
刀
匠
正
宗
と
そ
の
弟
子
た
ち
―
」ほ
か

ふくやま美術館の正宗十哲展オープニング風景

美
術
刀
剣
、
小
道
具
、
武
具
類
の

売
買
、
加
工
及
び
御
相
談
承
り
ま
す

大
阪
市
中
央
区
日
本
橋
二
–
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〈
訃
報
〉

■
飯
田
一
雄
さ
ん

　
平
成
十
三
年
度
か
ら
十
六
年
度
ま
で

の
二
期
に
わ
た
り
当
組
合
理
事
長
を
務

め
た
飯
田
一
雄
（
い
い
だ
・
か
ず
お
）

さ
ん
が
二
月
十
六
日
に
逝
去
さ
れ
た
。

八
十
九
歳
だ
っ
た
。

　
飯
田
さ
ん
は
東
京
生
ま
れ
。
昭
和
三

十
七
年
に
刀
剣
春
秋
新
聞
社
を
設
立
。

『
刀
剣
春
秋
新
聞
』『
愛
刀
』
の
発
行
の

ほ
か
、
日
本
刀
・
刀
装
具
・
甲
胄
武
具

な
ど
の
書
籍
を
刊
行
す
る
と
と
も
に
、

鑑
定
・
評
価
・
評
論
に
活
躍
さ
れ
た
。

　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
を
患
っ
て
い
た
が
、

闘
病
中
も
意
識
強
靭
で
、
最
期
ま
で
家

族
に
希
望
を
語
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

■
渡
邉
妙
子
さ
ん

　
佐
野
美
術
館
（
静
岡
県
三
島
市
）
の

館
長
・
理
事
長
、
公
益
財
団
法
人
日
本

美
術
刀
剣
保
存
協
会
評
議
員
な
ど
を
務

め
、
日
本
刀
の
研
究
者
と
し
て
斯
界
で

広
く
知
ら
れ
た
渡
邉
妙
子（
わ
た
な
べ
・

た
え
こ
）さ
ん
が
去
る
二
月
二
十
四
日
、

病
気
の
た
め
逝
去
さ
れ
た
。
八
十
六
歳

だ
っ
た
。

　
著
書
に
『
日
本
刀
は
素
敵
』『
名
刀

と
日
本
人
』
な
ど
が
あ
り
、
女
性
と
し

て
日
本
刀
研
究
の
先
駆
け
で
あ
っ
た
と

こ
ろ
か
ら
、近
年
は
「
元
祖
刀
剣
女
子
」

と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
・
リ
ポ
ー
ト

刀　剣　界令和6年4月15日発行 第69号

（4）

　
二
十
年
以
上
の
時
が
経
つ
の
だ
ろ
う

か
。
当
時
、
東
銀
座
だ
っ
た
俺
の
職
場

に
あ
る
若
者
が
や
っ
て
来
る
。
高
谷
と

名
乗
る
そ
の
若
者
の
勤
め
先
は
、
山
本

寛
斎
事
務
所
。
ア
パ
レ
ル
関
係
だ
。
そ

れ
ら
し
く
粋
に
ベ
レ
ー
帽
を
か
ぶ
っ
た

ハ
ン
サ
ム
ガ
イ
だ
（
こ
の
こ
ろ
イ
ケ
メ

ン
と
い
う
言
葉
は
な
か
っ
た
）。「
弊
社

で
造
る
イ
ベ
ン
ト
に
出
る
サ
ム
ラ
イ
た

ち
の
衣
装
を
探
し
て
い
る
」と
の
こ
と
。

　
日
時
を
決
め
て
い
た
だ
い
た
の
で
、

在
庫
の
籠
手
、
脛
当
な
ど
の
小
具
足
類

や
、
具
足
下
着
を
用
意
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　
約
束
の
日
、
高
谷
さ
ん
を
先
頭
に
二

名
続
き
、
四
人
目
に
続
い
た
の
は
山
本

寛
斎
代
表
で
、
大
御
所
自
ら
の
印
象

だ
っ
た
。
し
か
し
、
福
島
県
南
相
馬
市

の
甲
冑
コ
レ
ク
タ
ー
の
Ｈ
氏
の
家
を
訪

ね
た
時
、
Ｈ
氏
と
寛
斎
さ
ん
が
並
ん
で

屈
託
な
く
笑
っ
て
い
る
写
真
を
見
せ
ら

れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
人
と
の
触
れ

合
い
を
大
切
に
す
る
気
さ
く
な
人
柄
の

ス
ー
パ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
聞
い
た
こ
と

が
現
実
味
を
帯
び
て
く
る
。

　
こ
こ
で
「
ア
ボ
ル
タ
ー
ジ
ュ
」
と
い

う
寛
斎
さ
ん
の
半
生
を
か
け
た
催
事
の

構
想
を
聞
か
さ
れ
た
。

　
中
央
二
名
の
う
ち
一
名
は
藤
井
さ
ん

と
い
う
方
で
、
も
う
一
名
は
名
刺
交
換

が
な
く
お
名
前
を
失
念
し
て
し
ま
い
、

申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。
仮
に
Ｘ
さ

ん
と
し
て
お
く
。

　
寛
斎
さ
ん
は
俺
と
当
店
手
代
の
豊
田

の
緊
張
を
解
く
た
め
、
キ
ャ
ス
タ
ー
椅

子
に
座
り
損
な
い
尻
も
ち
を
つ
く
古
典

ギ
ャ
グ
を
披
露
し
て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス

ぶ
り
だ
っ
た
が
、
Ｘ
さ
ん
が
籠
手
や
脛

当
を
自
分
の
体
に
着
け
る
の
を
離
れ
た

と
こ
ろ
か
ら
厳
し
い
目
で
チ
ェ
ッ
ク
、

採
用
不
採
用
を
決
め
て
い
っ
た
。

　
ま
た
、
そ
の
翌
月
に
開
催
の
大
刀
剣

市
に
も
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
り
、
同
じ

よ
う
に
買
い
物
を
し
て
く
れ
て
い
る
。

そ
の
時
、
寛
斎
さ
ん
の
個
人
カ
ー
ド
で

の
買
い
物
や
領
収
書
の
扱
い
を
、
師
で

あ
ろ
う
寛
斎
さ
ん
に
や
さ
し
い
言
葉
で

助
言
し
て
い
た
の
が
藤
井
さ
ん
だ
。
こ

の
方
が
事
務
所
の
中
核
を
な
す
の
だ
ろ

う
な
、
と
感
じ
さ
せ
る
少
し
大
人
び
た

雰
囲
気
の
人
だ
っ
た
。

　
そ
の
藤
井
さ
ん
が
当
ブ
ー
ス
を
去
る

前
に
そ
の
目
を
奪
わ
れ
て
い
た
の
は
、

白
い
モ
ヘ
ア
地
に
赤
い
鳳
凰
を
大
き
く

配
し
た
陣
羽
織
。
柄
を
大
き
く
配
す
る

の
は
遠
く
か
ら
の
識
別
と
活
躍
の
目
撃

証
言
を
導
く
た
め
と
い
う
実
用
と
必
然

か
ら
来
る
も
の
だ
が
、
彼
ら
ク
リ
エ
イ

タ
ー
た
ち
の
ヒ
ン
ト
に
も
な
っ
て
き
た

こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
藤
井
さ
ん
の

「
へ
ぇ
ー
」
と
い
う
横
顔
を
見
た
寛
斎

さ
ん
が
口
を
は
さ
む
。

　「
お
い
、
藤
井
君
、
何
を
そ
ん
な
も

の
に
し
び
れ
て
い
る
ん
だ
？
」

　「
あ
っ
、
い
え
、
先
生
、
僕
は
し
び

れ
て
な
ん
か
い
ま
せ
ん
よ
」

　
と
藤
井
さ
ん
は
返
し
た
も
の
の
、
俺

に
は
そ
の
藤
井
さ
ん
の
そ
知
ら
ぬ
ふ
り

が
面
白
か
っ
た
。

　「
よ
し
、
以
上
だ
。
行
く
ぞ
！
」
と

寛
斎
さ
ん
一
行
は
帰
っ
て
い
っ
た
が
、

革
の
カ
バ
ー
オ
ー
ル
に
自
ら
塗
料
と
刷

毛
で
柄
を
描
い
た
寛
斎
さ
ん
の
い
で
た

ち
は
、
来
場
し
て
い
た
愛
刀
家
た
ち
を

う
な
ら
せ
て
い
た
。

　
さ
て
、
話
は
こ
こ
か
ら
だ
。
一
行
四

人
が
東
銀
座
の
当
店
に
い
ら
し
た
日
に

話
を
戻
す
。
Ｘ
さ
ん
が
最
後
に
腰
に
当

て
た
袴
佩
楯
の
採
用
、
不
採
用
の
判
断

を
寛
斎
さ
ん
は
一
瞬
遅
ら
せ
た
。

　「
Ｘ
君
、
そ
れ
の
裁
断
は
ど
う
な
っ

て
い
る
？
」

　「
先
生
、
立
体
裁
断
で
す
。
さ
し
ず

め
リ
ー
バ
イ
ス
の
〇
番
の
よ
う
な
⋮
」

　「
⋮
よ
し
採
用
。
以
上
だ
！
」

　
こ
の
立
体
裁
断
と
い
う
言
葉
、
俺
に

は
初
め
て
聞
く
言
葉
だ
っ
た
。
彼
ら
に

し
て
み
れ
ば
専
門
学
校
一
年
生
時
代
に

習
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
が
。

　
こ
の
年
の
大
刀
剣
市
会
場
に
話
を
再

度
戻
す
。寛
斎
さ
ん
一
行
が
帰
っ
た
後
、

こ
の
単
語
の
意
味
を
教
え
て
く
れ
た
の

は
服
部
副
理
事
長
の
奥
様
、
陽よ

右う

子こ

さ

ん
だ
。
こ
の
コ
ラ
ム
の
タ
イ
ト
ル
、
古

老
と
い
う
に
は
若
過
ぎ
、
失
礼
で
は
あ

る
が
⋮
。

★
海
外
活
動
の
歴
史
と
海
外
支
部
の

ご
紹
介

　
当
会
の
創
立
は
昭
和
三
十
七
年
五
月

十
二
日
で
あ
る
。
そ
の
四
カ
月
後
に
機

関
誌
『
甲
冑
武
具
研
究
』
を
創
刊
し
、

現
在
二
二
四
号
に
至
っ
て
い
る
。
三
十

八
年
五
月
六
日
に
は
赤
城
宗
徳
元
農
林

大
臣
が
初
代
会
長
に
就
任
し
、
そ
の
後

四
人
の
会
長
を
経
て
、
現
在
は
六
代
目

会
長
の
永
田
仁
志
氏
で
あ
る
。

　
当
会
は
、
今
年
で
創
立
六
十
二
年
を

迎
え
る
。
そ
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
当

会
が
海
外
に
お
い
て
行
っ
て
き
た
活
動

を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
一
九
七
二
年

に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本

古
武
道
文
化
使
節
団
に
参
加
、
八
五
年

に
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

Japan
House

Gallery

「
日
本
の

変
り
兜
展
」
に
展
示
協
力
出
品
、
八
九

年
ベ
ル
ギ
ー
・
ユ
ー
ロ
パ
リ
ア
'89
日
本

祭
・
大
名
展
「
変
り
兜
と
陣
羽
織
」
に

展
示
協
力
出
品
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

　
ま
た
、
二
〇
一
八
年
に
は
、
毎
年
、

日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
鏡

開
き
式
」
を
「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
日
本

年
」「
日
本
に
お
け
る
ロ
シ
ア
年
」
開

会
式
に
お
い
て
開
催
す
べ
く
、ロ
シ
ア
、

日
本
双
方
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
モ
ス

ク
ワ
の
ボ
リ
シ
ョ
イ
劇
場
に
お
い
て
、

ロ
シ
ア
人
の
方
々
十
人
に
も
大
鎧
等
の

甲
冑
装
束
を
着
て
い
た
だ
い
て
遂
行
で

き
た
こ
と
も
、
良
い
思
い
出
で
あ
る
。

　
海
外
で
の
日
本
甲
冑
の
人
気
は
か
ね

て
よ
り
あ
っ
た
が
、
当
会
と
し
て
は
、
世

界
中
の
同
好
の
人
々
に
、
よ
り
良
い
情

報
を
発
信
し
た
い
と
考
え
、
一
八
八
号

（
平
成
二
十
六
年
十
二
月
発
行
）
か
ら

巻
末
に
要
旨
翻
訳
を
掲
載
開
始
し
た
。

さ
ら
に
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
日
本
在

住
の
ベ
ル
ギ
ー
人
、Jo

Anseeuw
氏
を
本
部
海
外
担
当
理
事
に
迎
え
、
同

二
十
九
年
に
は
海
外
支
部（Japanese

Arm
or
Society

:JAS

）
を
発
足
、

ベ
ル
ギ
ー
在
住
のLuc

Taelm
an

氏

が
初
代
支
部
長
に
就
任
し
た
。
三
十
年

度
か
ら
は
同
氏
が
本
部
理
事
に
就
任
、

ま
た
、
カ
ナ
ダ
在
住
のJohn

W
ee

Tom

氏
が
本
部
評
議
員
に
就
任
し
、

海
外
で
の
当
会
の
活
動
拠
点
が
出
来
上

が
っ
た
。

　
海
外
支
部
か
ら
は

JAS
YEAR

BOOK

と
い
う
素
晴
ら
し
い
甲
冑
に

関
す
る
機
関
誌
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。

現
在
の
第
七
巻
ま
で
発
行
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
内
容
・
装
丁
は
好
評
を
博
し

て
い
る
。

　
海
外
の
会
員
は
現
在
八
十
余
名
お

り
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、

イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
南
ア
フ
リ
カ
、

ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
等
、
各
国
に
ま
た

が
っ
て
い
る
。
二
〇
一
八
年
に
は
、
海

外
支
部
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
視
察

ツ
ア
ー
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ツ
ア
ー

が
開
催
さ
れ
た
。

　
二
〇
年
に
は
、Japanese

Legacy
Sym
posium

Grand
Tour

（
ア
メ

リ
カ
ツ
ア
ー
）
が
開
催
さ
れ
、
い
ず
れ

の
ツ
ア
ー
に
も
、
日
本
か
ら
の
会
員
参

加
者
を
交
え
て
の
素
晴
ら
し
い
交
流
が

行
わ
れ
た
。

　
二
三
年
十
一
月
に
は
、
海
外
支
部
の

会
員
十
八
名
が
来
日
し
、
各
地
の
甲
冑

関
連
施
設
を
見
学
し
た
。
途
中
、
東
京

に
お
い
て
日
本
の
会
員
を
交
え
、
本
部

主
催
の
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
あ
ら
た

め
て
海
外
支
部
の
同
好
の
方
々
と
の
楽

し
い
時
間
を
共
有
し
た
。

　
当
会
で
は
本
部
や
各
支
部
ご
と
に
毎

月
甲
冑
関
連
の
例
会
を
催
し
て
い
る

が
、
本
部
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
以

来
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
も
行
っ
て
い
る
。
こ

の
例
会
開
催
方
法
を
使
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
世
界
中
の
会
員
に
も
例
会
配

信
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
今
後
は
、
機
関
誌
の
翻
訳
等
に
も
力

を
入
れ
、
さ
ら
に
、
海
外
の
会
員
の
増

強
を
図
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。
日
本
文

化
の
華
の
一
つ
と
し
て
、
日
本
の
刀
剣

な
ど
と
と
も
に
、
日
本
の
甲
冑
の
素
晴

ら
し
さ
を
世
界
中
の
人
々
に
伝
え
、
紹

介
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
副
会
長
松
本
国
彦
）

甲
冑
の
話
題
│
│
│
20

（
一
社
）日
本
甲
冑
武
具
研
究
保
存
会

ボリショイ劇場での鏡開き

来日した海外会員と交流

平
面
裁
断
と
立
体
裁
断
綱
取
譲
一

古老に
聴く
第
11
回

　
深
草
の
野
辺
の
桜
し
心
あ
ら
ば
　

　
　
今
年
ば
か
り
は
墨
染
め
に
咲
け

　（
注
釈
︱
深
草
の
野
辺
の
桜
よ
、
心
が
あ
る

な
ら
ば
、
弔
意
を
示
し
て
、
今
年
だ
け
は
喪

の
墨
色
に
咲
け
。『
古
今
集
』
上か

み
つ
け
の野

岑み
ね

雄お

）

　
昨
春
、
私
は
こ
の
和
歌
が
好
き
だ
と

書
い
た
。

　
今
、
そ
の
こ
と
が
、
と
て
つ
も
な
い

勢
い
で
胸
に
押
し
寄
せ
迫
っ
て
く
る
。

　
昨
夏
、
私
は
十
七
年
連
れ
添
っ
た
愛

犬
を
亡
く
し
た
。
名
前
は
、
テ
ツ
丸
。

血
統
書
に
は
、「
白は

く

桜お
う

王お
う

号ご
う

」
と
い
う

仰
々
し
い
登
録
名
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
二
〇
〇
六
年
四
月
六
日
、
桜
の
盛
り

に
生
ま
れ
た
の
で
、
こ
う
名
付
け
ら
れ

た
の
だ
ろ
う
。

　
テ
ツ
丸
が
わ
が
家
に
や
っ
て
き
て
以

来
、
桜
が
き
れ
い
な
近
所
の
公
園
で
、

毎
年
の
誕
生
日
に
写
真
を
撮
っ
て
き
た
。

　
咲
き
誇
る
桜
と
、
丸
顔
の
愛
ら
し
い

白
い
柴
犬
。

　
毎
年
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
載
せ
て
は
、「
か

わ
い
い
」「
桜
が
似
合
う
ね
」
な
ど
と

言
わ
れ
る
の
が
、誇
ら
し
く
嬉
し
く
て
、

春
の
楽
し
み
な
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
。

　
昨
春
も
、
寝
た
き
り
に
な
っ
て
い
た

テ
ツ
丸
を
バ
ギ
ー
に
乗
せ
て
、
公
園
に

行
っ
た
。そ
し
て
、抱
い
て
写
真
を
撮
っ

た
。
彼
が
脳
梗
塞
で
倒
れ
介
護
生
活
に

な
っ
た
、
三
回
目
の
春
だ
っ
た
。

　「
来
年
も
桜
を
見
る
ん
だ
か
ら
ね
！
」

切
に
切
に
、
祈
る
気
持
ち
で
撮
っ
て
い

た
。
で
も
、
も
う
君
は
い
な
い
ん
だ
。

　「
今
年
は
ど
う
し
よ
う
、
テ
ツ
丸
⋮
」

　
今
頃
、
テ
ツ
丸
は
歴
代
の
愛
犬
た
ち

と
父
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
い
る
は
ず
だ
。

　
そ
し
て
、
桜
が
咲
い
た
ら
、
み
ん
な

で
公
園
を
訪
れ
る
だ
ろ
う
。

　「
墨
染
め
じ
ゃ
な
い
よ
、
桜
色
だ
よ
」

そ
ん
な
声
が
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

桜
よ

―

愛
犬
テ
ツ
丸
へ―

14

石
井 

理
子

筆
者
は
奈
良
県
在
住

3 月 11日、伊波副理事長・飯田理事とともに産経新聞東
京本社を訪問し、当組合からの浄財30万円を「あけみちゃ
ん基金」に寄託してまいりました。「あけみちゃん基金」
は心臓病を患う子供たちを救うため、昭和 41年（1966）
に設立されました。現在は国内にとどまらず、医療事情
の劣るアジア諸国にも活動の幅を広げ、医療支援の架け
橋となっています。当組合では平成 2年（1990）の第１
回大刀剣市で募金活動を始めて以来、今日まで寄託を
行っています。社会貢献活動の１つです。 （松本義行）

『産経新聞』令和6年3月12日
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本
紙
66
号
の
「
旅
の
つ
れ
づ
れ
に
」

で
、
韮
山
反
射
炉
と
江
川
邸
を
ご
紹
介

し
た
。
あ
れ
か
ら
一
年
た
っ
て
、
日
本

銃
砲
史
学
会
が
水
戸
市
で
研
究
会
を
開

く
と
の
案
内
を
知
人
か
ら
も
ら
っ
た
。

茨
城
県
立
歴
史
館
の
講
堂
が
会
場
で
、

折
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
特
別
展
「
那

珂
湊
反
射
炉
︱
鉄
と
近
代
を
創
る
」
を

見
て
、翌
日
は
史
跡
見
学
会
だ
と
い
う
。

　
前
後
し
て
、「
鉄
の
技
術
と
歴
史
」

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
メ
ン
バ
ー
を
介

し
、
某
作
家
か
ら
情
報
の
提
供
を
求
め

ら
れ
た
。
そ
の
方
は
、
磐
城
国
三
春
出

身
の
医
師
・
熊
田
嘉
膳
に
つ
い
て
調
べ

て
お
り
、
特
に
熊
田
が
長
崎
に
留
学
し

た
事
実
は
な
い
か
、
知
り
た
が
っ
て
お

ら
れ
た
。
門
外
漢
だ
が
、
水
戸
藩
第
九

代
藩
主
・
徳
川
斉
昭
（
烈
公
）
の
意
を

受
け
た
藤
田
東
湖
に
対
し
、
反
射
炉
の

建
造
と
操
業
に
対
応
し
得
る
人
材
と
し

て
大
島
高
任
（
盛
岡
藩
士
）・
竹
下
清

右
衛
門
（
薩
摩
藩
士
）
の
二
人
を
推
挙

し
た
の
が
熊
田
で
あ
る
ぐ
ら
い
は
知
っ

て
い
た
。
も
っ
と
も
、
主
な
ネ
タ
元
は

関
一
『
水
戸
烈
公
の
国
防
と
反
射
炉
』

と
大
島
信
蔵
『
大
島
高
任
行
実
』
の
二

冊
ぐ
ら
い
だ
っ
た
の
だ
が
。

　
提
供
し
た
情
報
が
ど
れ
だ
け
役
立
っ

た
の
か
、
心
許
な
い
が
、
数
日
し
て
お

礼
の
品
が
送
ら
れ
て
き
た
の
に
は
恐
縮

し
た
。た
だ
し
、や
り
と
り
の
中
で
、『
水

戸
烈
公
の
⋮
』
の
著
者
が
同
名
の
大
阪

市
長
と
誤
解
し
て
お
ら
れ
た
の
で
、
そ

こ
は
指
摘
し
た
。

　
関
は
教
育
者
で
あ
る
。
茨
城
県
立
湊

商
業
学
校
（
現
在
の
那
珂
湊
高
校
）
に

長
く
奉
職
し
、
そ
の
か
た
わ
ら
、
も
と

も
と
同
校
の
一
隅
に
あ
っ
た
反
射
炉
の

復
型
運
動
や
記
念
館
建
設
等
の
史
実
顕

彰
に
努
め
た
。

　
那
珂
湊
反
射
炉
は
安
政
四
年
（
一
八

五
七
）
ま
で
に
二
炉
が
完
成
し
、
こ
こ

で
鋳
造
さ
れ
た
大
砲
約
二
十
門
は
各
台

場
に
据
え
付
け
ら
れ
た
。
し
か
し
元
治

元
年
（
一
八
六
四
）、
天
狗
党
に
よ
る

那
珂
湊
戦
争
で
破
壊
さ
れ
、
灰
燼
に
帰

し
て
い
た
。
関
ら
の
労
が
実
っ
て
現
行

の
模
型
炉
が
完
成
し
た
の
は
昭
和
十
年

の
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
「
復
元
炉
」

と
は
呼
ば
ず
、
地
元
の
案
内
に
あ
る
の

も
あ
く
ま
で
「
反
射
炉
跡
」
で
あ
る
。

　
常
々
思
う
こ
と
は
、
全
く
新
し
い
こ

と
に
挑
ん
だ
先
人
た
ち
の
偉
さ
で
あ

る
。
反
射
炉
に
つ
い
て
言
え
ば
、
オ
ラ

ン
ダ
の
軍
人
Ｕ･

ヒ
ュ
ゲ
ー
ニ
ン
が
一

八
二
八
年
に
著
し
た
『
ロ
イ
ク
王
立
鉄

製
大
砲
鋳
造
所
に
お
け
る
鋳
造
法
』
と

い
う
一
冊
の
本
と
の
出
合
い
に
よ
り
、

砲
術
家
の
高
島
秋
帆
が
日
本
人
と
し
て

初
め
て
そ
の
存
在
を
知
っ
た
と
い
う
。

後
に
多
く
の
蘭
学
者
が
同
書
の
翻
訳
に

取
り
組
み
、『
西
洋
鉄
熕
鋳
造
篇
』『
鉄

熕
全
書
』『
鉄
熕
鋳
鑑
』
の
書
名
で
和

訳
本
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
、

い
わ
ば
バ
イ
ブ
ル
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
同
書
は「
反
射
炉
と

は
何
か
」を
記
し
た
理
論
書
で
あ
り
、
建

設
や
操
業
の
具
体
的
方
法
に
は
触
れ
て

い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
反
射
炉
は

各
地
で
試
み
ら
れ
、
和
銑
が
大
砲
の
鋳

造
に
脆
く
て
適
さ
な
い
こ
と
を
知
っ
た

大
島
は
岩
鉄
（
鉄
鉱
石
）
を
原
料
と
す

る
高
炉
製
銑
を
決
意
し
、
わ
が
国
近
代

製
鉄
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
の
で
あ
る
。

　
こ
の
辺
り
の
疑
問
を
解
く
ヒ
ン
ト

は
、
鈴
木
一
義
氏
（
元
国
立
科
学
博
物

館
産
業
技
術
史
資
料
情
報
セ
ン
タ
ー

長
）
と
中
江
秀
雄
先
生
（
早
稲
田
大
学

理
工
学
部
名
誉
教
授
）

の
講
演
の
中
に
も
多
々

あ
り
、
大
い
に
啓
発
さ

れ
た
。

　
し
か
し
、
テ
ク
ノ
ク

ラ
ー
ト
の
才
覚
だ
け
で

成
就
す
る
は
ず
も
な

い
。
那
珂
湊
反
射
炉
に

も
実
に
多
く
の
人
々
の
尽
力
が
あ
り
、

西
洋
由
来
の
知
識
や
技
能
は
皆
無
だ

が
、
わ
が
国
の
伝
承
を
身
に
付
け
た
職

人
た
ち
の
参
加
は
と
り
わ
け
加
勢
と

な
っ
た
。
士
分
に
も
取
り
立
て
ら
れ
て

大
工
棟
梁
を
務
め
た
宮
大
工
の
飛
田
与

七
、
瓦
職
人
な
が
ら
大
量
の
耐
火
煉
瓦

焼
成
に
取
り
組
ん
だ
福
井
仙
吉
、
そ
し

て
太
田
鋳
物
師
た
ち
⋮
。

　
水
戸
藩
は
反
射
炉
建
造
の
た
め
、
幕

府
か
ら
一
万
両
を
借
り
受
け
た
が
、
借

金
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
那
珂

湊
の
豪
商
、
大
黒
屋
木
内
平
七
は
、
融

資
し
た
総
額
が
三
万
両
を
超
え
る
こ
と

を
明
治
に
な
っ
て
記
録
し
て
い
る
が
、

そ
の
う
ち
反
射
炉
に
は
五
千
両
を
用
立

て
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
廃
藩
置
県
に

よ
っ
て
、
全
て
帳
消
し
に
な
っ
た
。

　
那
珂
湊
反
射
炉
事
業
に
関
わ
っ
た
藩

士
に
は
、
後
に
脱
藩
し
て
桜
田
門
外
の

変
を
起
こ
し
、
斬
首
さ
れ
た
金
子
孫
二

郎
が
い
る
。
ま
た
、
実
務
の
総
責
任
者

を
務
め
、「
反
射
炉
日
録
抄
」
と
「
反

射
炉
製
造
秘
記
」
と
い
う
詳
細
な
記
録

を
残
し
た
佐
久
間
貞
介
は
、
烈
公
の
幽

閉
を
機
に
反
射
炉
が
一
時
閉
鎖
と
な
る

や
、
出
府
し
て
諫
書
を
呈
せ
ん
と
し
て

果
た
せ
ず
、
自
害
し
た
。

　
那
珂
湊
反
射
炉
は
、
烈
公
の
国
防
政

策
の
一
環
と
し
て
開
始
さ
れ
、
激
動
す

る
幕
末
と
共
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
特
別
展
は
そ
の
構
成
・
内
容
が
素
晴

ら
し
く
、図
録
も
秀
逸
の
出
来
で
あ
る
。

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
。
満
足
の
い
く

二
日
間
だ
っ
た
。

（
土
子
民
夫
）

幕
末
の
国
防
の
中
か
ら
生
ま
れ
︑潰
え
て
いっ
た
那
珂
湊
反
射
炉

茨
城
県
立
歴
史
館
特
別
展「
那
珂
湊
反
射
炉
―
鉄
と
近
代
を
創
る
」／
日
本
銃
砲
史
学
会
研
究
会
／
史
跡
見
学
会

那珂湊反射炉と大砲（模型）

　
本
年
一
月
か
ら
東
京
都
墨
田
区
の
刀

剣
博
物
館
で
、
二
月
か
ら
は
広
島
県
福

山
市
の
ふ
く
や
ま
美
術
館
に
て
特
別
展

「
正
宗
十
哲
︱
名
刀
匠
正
宗
と
そ
の
弟

子
た
ち
︱
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
正
宗
と
い
う
巨
匠
を
軸
に
、
山
城
国

の
粟
田
口
国
綱
、備
前
国
の
三
郎
国
宗
、

福
岡
一
文
字
助
真
、
新
藤
五
国
光
や
行

光
な
ど
の
先
人
た
ち
、
さ
ら
に
正
宗
に

私
淑
も
し
く
は
相
州
伝
に
傾
倒
し
、
作

風
に
取
り
入
れ
た
と
さ
れ
る
「
十
哲
」

︱
山
城
国
の
来
国
次
と
長
谷
部
国
重
、

美
濃
国
の
兼
氏
と
金
重
、
越
中
国
の
郷

義
弘
と
則
重
、
石
見
国
の
直
綱
、
備
前

国
の
兼
光
と
長
義
、筑
前
国
の
左
文
字
、

そ
し
て
正
統
継
承
者
と
さ
れ
る
貞
宗
。

　
国
宝
十
振
、
重
要
文
化
財
十
五
振
を

含
む
数
多
の
名
品
が
主
催
の
刀
剣
博
物

館
・
ふ
く
や
ま
美
術
館
の
ほ
か
、
林
原

美
術
館
・
三
井
記
念
美
術
館
・
佐
野
美

術
館
・
徳
川
美
術
館
・
永
青
文
庫
・
柏

原
美
術
館
と
い
っ
た
全
国
の
博
物
館
・

美
術
館
か
ら
集
め
ら
れ
、
一
堂
に
会
し

た
光
景
は
ま
さ
に
圧
巻
で
あ
り
、
普
段

で
は
な
か
な
か
目
に
す
る
こ
と
が
難
し

い
文
化
庁
や
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
の
蔵

品
が
拝
見
で
き
た
こ
と
は
貴
重
な
機
会

で
あ
っ
た
。

　
そ
の
素
晴
ら
し
さ
は
書
き
尽
く
せ
る

も
の
で
は
な
い
が
、
力
強
い
姿
に
鮮
や

か
に
咲
き
誇
る
匂
出
来
の
刃
文
を
有
す

る
備
前
伝
と
、
艶
や
か
か
つ
妖
艶
に
た

な
び
く
沸
出
来
の
刃
文
を
持
つ
相
州

伝
、
三
者
三
様
と
も
言
え
る
そ
れ
ぞ
れ

に
独
特
な
作
風
を
示
す
正
宗
の
名
物
た

ち
、
包
丁
、
菖
蒲
、
冠
落
と
し
、
片
切

刃
や
大
平
造
と
い
っ
た
多
彩
で
個
性
的

な
造
込
み
や
作
風
を
示
す
作
品
群
の
対

比
は
、
何
度
見
て
も
楽
し
め
る
素
晴
ら

し
い
展
覧
会
だ
っ
た
。

　
本
展
の
図
録
は
、
前
期
の
刀
剣
博
物

館
で
は
増
刷
後
も
早
々
に
売
り
切
れ
、

ふ
く
や
ま
美
術
館
で
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

時
に
も
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
ま

と
め
て
購
入
す
る
人
々
の
姿
が
見
ら
れ

た
。
全
出
品
作
に
写
真
と
押
形
が
添
え

ら
れ
、
巻
末
に
は
石
井
彰
・
原
田
一
敏
・

井
本
悠
紀
・
月
村
紀
乃
の
各
学
芸
員
が

そ
れ
ぞ
れ
「
相
州
伝
の
完
成
者
正
宗
と

正
宗
十
哲
に
つ
い
て
」「
史
料
か
ら
み

た
正
宗
の
評
価
」「
正
宗
抹
殺
論
が
果

た
し
た
意
義
を
考
え
る
」「
名
刀
匠
正

宗
の
イ
メ
ー
ジ
は
ど
の
よ
う
に
受
け
継

が
れ
た
か
︱
興
行
演
目
と
正
宗
説
話
」

と
題
し
て
優
れ
た
論
考
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

　
正
宗
を
テ
ー
マ
と
し
た
展
覧
会
は
、

筆
者
に
と
っ
て
は
二
〇
〇
二
年
に
佐
野

美
術
館
ほ
か
四
館
で
開
催
さ
れ
た
特
別

展
「
正
宗
︱
日
本
刀
の
天
才
と
そ
の
系

譜
」
が
印
象
深
い
が
、
当
時
も
展
覧
会

図
録
が
売
り
切
れ
、
の
ち
に
プ
レ
ミ
ア

図
録
と
な
っ
て
高
額
で
売
買
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。
ま
だ
購
入

さ
れ
て
い
な
い
方
は
早
め
に
手
に
入
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。

　
昨
今
で
は
各
地
で
刀
剣
展
覧
会
が
増

え
た
お
か
げ
で
周
遊
も
楽
し
い
。
筆
者

も
、
同
時
期
に
開
催
さ
れ
て
い
た
東
京

国
立
博
物
館
の
特
別
展
「
本
阿
弥
光
悦

の
大
宇
宙
」、
大
阪
の
中
之
島
香
雪
美

術
館
で
企
画
展
「
館
蔵
刀
剣
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
︱
刀
と
拵
の
美
」
続
け
て
拝
観

し
た
。
当
新
聞
な
ど
で
も
各
地
の
展
覧

会
情
報
を
随
時
ご
紹
介
し
て
い
る
の

で
、
お
出
か
け
の
際
に
は
ぜ
ひ
近
隣
の

展
覧
会
情
報
を
確
認
し
、
足
を
運
ば
れ

る
の
に
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が

た
い
。

　
私
事
で
あ
る
が
、
実
に
二
十
年
ぶ
り

と
な
る
多
数
の
正
宗
を
見
比
べ
る
好
機

に
、
息
子
た
ち
を
連
れ
て
刀
剣
博
物
館

へ
二
回
、
ふ
く
や
ま
美
術
館
へ
一
回
足

を
運
ん
だ
。

　
刀
剣
博
物
館
で
は
入
館
者
が
六
千
三

百
人
を
超
え
た
と
い
い
、
ふ
く
や
ま
美

術
館
で
は
初
日
の
開
館
前
か
ら
開
場
を

待
つ
女
性
た
ち
が
列
を
な
し
て
い
た
。

昔
に
比
べ
、
女
性
来
館
者
の
人
数
が
爆

発
的
に
増
え
た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い

変
化
で
あ
る
。

　
香
雪
美
術
館
で
は
、
母
親
と
と
も
に

観
覧
す
る
小
学
生
ぐ
ら
い
の
お
子
さ
ん

の
姿
を
見
か
け
た
。
楽
し
そ
う
に
展
示

品
を
指
差
し
、
作
品
に
つ
い
て
話
を
し

て
い
る
母
子
の
姿
は
微
笑
ま
し
く
、
将

来
、
愛
刀
家
と
な
り
刀
剣
文
化
の
担
い

手
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
た
も

の
で
あ
る
。

　
中
に
は
「
静
か
に
鑑
賞
し
ろ
」
と
眉

を
顰
め
る
方
も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
ど
う
ぞ
刀
剣
界
の
未
来
の
た

め
に
、
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

（
飯
田
慶
雄
）

正
宗
十
哲
か
ら﹁
光
悦
の
大
宇
宙
﹂︑村
山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ま
で
を
堪
能

刀
剣
博
物
館･

ふ
く
や
ま
美
術
館
特
別
展「
正
宗
十
哲
―
名
刀
匠
正
宗
と
そ
の
弟
子
た
ち
―
」ほ
か

ふくやま美術館の正宗十哲展オープニング風景

美
術
刀
剣
、
小
道
具
、
武
具
類
の

売
買
、
加
工
及
び
御
相
談
承
り
ま
す

大
阪
市
中
央
区
日
本
橋
二
–
七
–
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　○
六
–
六
六
三
一
–
二
二
一
○

Ｆ
Ａ
Ｘ

　○
六
–
六
六
四
四
–
五
四
六
四

刀
剣
古
美
術

三
峯
美
術
店

埼
玉
県
秩
父
市
野
坂
町
一
–
十
六
–
二

西
武
秩
父
駅
連
絡
通
路 

町
久
ビ
ル
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　○
四
九
四
–
二
三
–
三
○
六
七

Ｆ
Ａ
Ｘ 町
田 

久
雄
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〈
訃
報
〉

■
飯
田
一
雄
さ
ん

　
平
成
十
三
年
度
か
ら
十
六
年
度
ま
で

の
二
期
に
わ
た
り
当
組
合
理
事
長
を
務

め
た
飯
田
一
雄
（
い
い
だ
・
か
ず
お
）

さ
ん
が
二
月
十
六
日
に
逝
去
さ
れ
た
。

八
十
九
歳
だ
っ
た
。

　
飯
田
さ
ん
は
東
京
生
ま
れ
。
昭
和
三

十
七
年
に
刀
剣
春
秋
新
聞
社
を
設
立
。

『
刀
剣
春
秋
新
聞
』『
愛
刀
』
の
発
行
の

ほ
か
、
日
本
刀
・
刀
装
具
・
甲
胄
武
具

な
ど
の
書
籍
を
刊
行
す
る
と
と
も
に
、

鑑
定
・
評
価
・
評
論
に
活
躍
さ
れ
た
。

　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
を
患
っ
て
い
た
が
、

闘
病
中
も
意
識
強
靭
で
、
最
期
ま
で
家

族
に
希
望
を
語
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

■
渡
邉
妙
子
さ
ん

　
佐
野
美
術
館
（
静
岡
県
三
島
市
）
の

館
長
・
理
事
長
、
公
益
財
団
法
人
日
本

美
術
刀
剣
保
存
協
会
評
議
員
な
ど
を
務

め
、
日
本
刀
の
研
究
者
と
し
て
斯
界
で

広
く
知
ら
れ
た
渡
邉
妙
子（
わ
た
な
べ
・

た
え
こ
）さ
ん
が
去
る
二
月
二
十
四
日
、

病
気
の
た
め
逝
去
さ
れ
た
。
八
十
六
歳

だ
っ
た
。

　
著
書
に
『
日
本
刀
は
素
敵
』『
名
刀

と
日
本
人
』
な
ど
が
あ
り
、
女
性
と
し

て
日
本
刀
研
究
の
先
駆
け
で
あ
っ
た
と

こ
ろ
か
ら
、近
年
は
「
元
祖
刀
剣
女
子
」

と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
・
リ
ポ
ー
ト
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■ 3 月 13 日、坂城町鉄の展示館（長野県）に 2 振の刀が寄贈された。製作から 70 余年にして姿
を現した幻の講和記念刀―。その顚末と思いを刀匠の遺族に綴ってもらった。

兄弟刀工が遺した「講和記念刀」
井原 輝義　

かつて日本刀鍛錬所であった建物を整理していたら、神棚にしまわれていた刀２振を発見した。
裸身で研いだ形跡もなく、表面は真っ黒である。ナカゴに銘が切ってあり、｢講和記念�武蔵国源
○○鍛之／昭和二十七年八月日」と読める。○○にはそれぞれ製作者の輝吉（父、後に輝日天と
改銘、本名井原福太郎）と輝秀（伯父、本名井原亀太郎）の名がある。幸い、翌年発行の登録証
が付いていた。
　兄弟はともに昭和 11 年ごろ、栗原彦三郎昭秀師の主宰する日本刀鍛錬伝習所に入門。その縁か
ら、戦後の講和記念刀奉献事業に率先して参加したのであろう。第 26 工場の責任者として輝秀の
名が挙がっている。
　講和記念刀とは、日本の独立に際し、「永遠の平和を祈念し」「日本精神の象徴たる日本刀が侵
略の凶器にあらずして平和鎮護の霊器であること」を世界に訴求しつつ、関係各国の高官や主た

る神社に献呈しようと栗原師が提唱したものである。27 年３月に GHQ から武器生産を例外的に
認める覚書があり、これを受けて省令の一部が変更された。栗原師はこの機を捉え、講和記念刀
奉賛会を組織して通商産業大臣に日本刀の鍛造を申請、300 振を 69 工場で製作することが許可さ
れた。
　残念ながら、栗原師の病没により事業は成就せず、集まっていた作品は一門の宮入昭平・天田
昭次両刀匠らによって製作者に返送された。その数は 200 振に及ぶと想像されるが、今、市場で
もほとんどその姿を目にすることはないという。
　しかし、講和記念刀は戦後の作刀の起点の１つであり、作刀制度創設の原動力になったと語ら
れると聞く。その作品は、歴史を語る貴重
な文化財として保存されることを期待する
ものである。
　２振の発見を機に少しずつ調べるうちに、
実に多くのことを学ばせてもらった。伯父
や父を知る親族も高齢化する中で、身内の
遺作ではあるが私蔵し続けることを断念し、
その生かし方を株式会社刀剣柴田の柴田光
隆社長に相談したところ、縁あって今回、
坂城町鉄の展示館で受け入れてくださると
ころとなった。
　日本刀の歩んできた近代の厳しい足跡と、
兄弟刀工が結んできたえにしを偲びつつ、
今はほっとした心境である。

講和記念刀２振を寄贈した井原輝義氏（中央）と、
宮入小左衛門行平刀匠（右）・時信武史学芸員（左）

　
昭
和
二
十
六
年
某
県
発
行
登
録
証

は
、
刃
長
記
載
が
二
尺
一
寸
四
分
○
厘

で
あ
る
の
に
対
し
、
台
帳
の
記
載
が
二

尺
一
寸
四
分
五
厘
で
あ
っ
た
。
そ
の
他

の
事
項
は
す
べ
て
一
致
。
相
違
の
原
因

は
人
的
ミ
ス
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
刃

長
五
厘
（
一･

五
㎜
）
の
相
違
に
つ
い

て
、
当
県
鑑
定
と
な
る
現
物
確
認
審
査

の
指
示
を
受
け
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
指
示
は
年
間
に
数
百

点
の
所
有
者
変
更
手
続
き
と
数
十
点
の

現
物
確
認
審
査
を
受
け
、
現
状
を
熟
知

す
る
刀
剣
商
と
し
て
、
無
意
味
で
あ
る

と
思
わ
れ
、
納
得
が
行
か
な
い
。

　
そ
の
理
由
は
、
当
該
登
録
証
は
、
登

録
制
度
が
開
始
さ
れ
た
昭
和
二
十
六
年

の
三
月
十
五
日
発
行
で
あ
る
。
こ
の
年

に
発
行
さ
れ
た
登
録
証
の
中
に
は「
厘
」

部
分
を
空
白
に
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
散

見
す
る
。
最
小
目
盛
が
一
分
（
三
㎜
）

の
剣
尺
を
使
っ
た
目
測
で
「
厘
」
の
正

確
な
記
載
は
不
可
能
で
あ
り
、
徹
底
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
目
測
に
よ
る
測
定
は
、
見
る
角
度
で

容
易
に
一
～
二
㎜
ず
れ
る
。
現
在
の

メ
ー
ト
ル
法
で
一
厘
は
０
・
３
０
３
㎜
。

現
物
と
登
録
証
記
載
の
刃
長
「
厘
」
単

位
の
ず
れ
は
許
容
範
囲
と
解
さ
れ
て
い

る
。
現
物
確
認
審
査
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
で
測
定
、
報
告
さ
れ
る
。
尺
貫
法
を

使
わ
な
い
現
在
に
お
い
て
、
厘
の
相
違

を
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
現
物
確
認
す
る

こ
と
は
整
合
性
を
欠
い
て
し
ま
う
。

　
そ
の
た
め
、
前
記
を
訴
え
る
と
と
も

に
、
台
帳
の
記
載
内
容
（
刃
長
・
反
り
・

目
釘
穴
・
銘
文
・
彫
刻
・
刃
文
）
が
お

お
む
ね
確
認
で
き
る
よ
う
に
剣
尺
を
当

て
た
現
物
と
登
録
証
の
画
像
を
某
県
教

育
庁
担
当
課
に
送
付
し
、
確
認
を
受
け

た
。
す
る
と
、
担
当
課
よ
り
登
録
審
査

事
例
48

委
員
と
協
議
す
る
と
言
わ
れ
、
協
議
し

た
結
果
、「（
画
像
で
は
）
現
物
と
一
致

し
て
い
る
か
確
認
が
取
れ
な
い
」
と
判

断
さ
れ
た
の
で
、
再
度
、
現
物
確
認
審

査
の
指
示
を
受
け
た
。

　
や
む
を
得
ず
指
示
に
従
い
、
当
県
の

登
録
審
査
会
で
現
物
確
認
を
受
け
た
と

こ
ろ
、「
現
物
は
台
帳
記
載
事
項
と
一

致
す
る
」
結
果
が
当
県
よ
り
某
県
に
報

告
が
な
さ
れ
、
結
局
、
某
県
よ
り
登
録

証
の
訂
正
交
付
を
受
け
た
。

　
現
物
確
認
審
査
を
受
け
た
時
に
、
本

件
の
概
要
を
当
県
の
登
録
審
査
委
員
に

説
明
す
る
と
、「
悪
さ
を
働
く
輩
が
い

る
の
で
、
万
全
を
期
す
対
応
が
取
ら
れ

た
の
で
し
ょ
う
」と
の
意
見
で
あ
っ
た
。

　
現
状
は
、
誤
字
・
脱
字
・
目
盛
の
読

み
違
い
等
で
現
物
が
登
録
証
・
台
帳
と

相
違
し
て
い
る
こ
と
が
頻
繁
に
あ
る
。

だ
か
ら
、
現
物
と
登
録
証
お
よ
び
台
帳

の
何
が
正
し
い
か
確
認
を
行
う
現
物
確

認
審
査
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
理
解
し

て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、「
す
べ
て
登
録
審

査
会
で
現
物
確
認
を
し
な
い
と
登
録
証

の
訂
正
判
断
は
で
き
な
い
」
と
安
易
に

現
物
確
認
を
指
示
す
る
こ
と
は
、
あ
ま

り
に
も
専
門
性
を
欠
く
対
応
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
担
当
部
署
の
裁
量
で
、
現
物
確
認
を

不
要
と
す
る
場
合
が
あ
っ
て
よ
い
と
考

え
る
。
特
に
、
内
閣
総
理
大
臣
認
可
の

全
国
刀
剣
商
業
協
同
組
合
員
の
所
有
者

変
更
届
に
お
い
て
は
、
申
請
者
で
あ
る

わ
れ
わ
れ
の
知
見
と
信
頼
性
を
考
慮
の

上
、
特
段
の
対
応
が
あ
っ
て
よ
い
と
考

え
る
。
ま
た
、Ｉ
Ｔ
が
進
歩
し
た
現
在
、

現
物
確
認
審
査
の
柔
軟
対
応
、
例
え
ば

画
像
送
信
に
よ
る
容
易
な
確
認
で
済
ま

せ
る
こ
と
を
許
容
し
て
も
よ
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
う
し
た
対
応
が
図
ら
れ
て
い
る
都

道
府
県
が
最
近
あ
り
、
柔
軟
な
対
応
に

感
謝
し
て
い
る
。「
わ
ず
か
で
も
相
違

が
あ
る
場
合
は
現
物
確
認
審
査
を
伴
う

の
で
所
有
者
変
更
を
た
め
ら
う
」
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
改
善
を
切
に

望
む
。

（
登
録
証
問
題
研
究
会
）

�

旧
登
録
証（
右
）と
再
交
付
登
録
証

　
本
年
一
月
に
創
立
三
十
周
年
と
い
う

節
目
を
迎
え
た
名
刀
会
は
、
去
る
一
月

二
十
四
日
に
静
岡
県
熱
海
市
の
「
あ
た

み
石
亭
」
に
お
い
て
記
念
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
名
刀
会
は
、
平
成
六
年
一
月
二
十
八

日
に
「
刀
美
会
」
と
し
て
発
足
し
、
そ

の
後
、
平
成
十
六
年
に
「
名
刀
会
」
へ

と
名
称
を
変
更
、
同
時
期
に
開
催
日
を

現
在
と
同
じ
毎
月
二
十
四
日
に
移
し
て

今
日
ま
で
続
く
、
長
い
歴
史
を
誇
る
交

換
会
で
す
。

　
今
回
の
記
念
大
会
に
は
全
国
か
ら
多

く
の
会
員
や
客
員
が
集
ま
り
、
節
目
に

ふ
さ
わ
し
い
大
変
賑
や
か
で
活
気
に
あ

ふ
れ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
珍
し
い
冬
の
熱
海
で
の
大
会
と
あ
っ

て
、
窓
の
外
に
は
一
時
雪
も
ち
ら
つ
き

ま
し
た
が
、
会
場
は
寒
さ
に
負
け
な
い

熱
気
に
包
ま
れ
、
長
ら
く
代
表
を
務
め

ら
れ
て
い
る
髙
橋
歳
夫
氏
の
挨
拶
の

後
、
ま
ず
は
競
り
売
り
、
昼
食
を
挟
ん

で
入
札
、
再
び
競
り
と
、
参
加
者
の
皆

さ
ま
が
持
ち
寄
っ
た
優
品
の
数
々
が
夕

方
ま
で
続
々
出
品
さ
れ
、

終
始
目
が
離
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
出
来
高
も
記
録
的
な
数

字
と
な
り
、
新
年
一
月
か

ら
、
名
刀
会
に
と
っ
て
、

ま
た
刀
剣
界
全
体
に
と
っ

て
も
非
常
に
良
い
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
三
十
周
年
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
名

刀
会
の
今
後
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
を
心
か
ら
祈
念
い

た
し
ま
す
。（

生
野
直
輝
）

名
刀
会
が
創
立
三
十
周
年
記
念
大
会
開
く

名刀会記念大会に参加された皆さん

特 別 寄 稿

　ゲーム「刀剣乱舞ONLINE」に登場する江
雪左文字のキャラクターが、銅像になって
広島県福山市の福山城公園プロムナードに
現れた。
　国宝の江雪左文字は、同地の㈱エフピコ
の創業者で、福山市の名誉市民でもあった
故小松安弘さんが所有していた。その後、小
松さんの遺志を
継いだ妻の啓子
さんが、2018 年
に江雪左文字を
含む国宝など 14
点を福山市に寄
贈。銅像設置に
当たっては、「刀
剣の魅力を知っ
てほしい」と啓
子さんが制作費
として 1000 万円
を贈っている。

｢江雪左文字｣の銅像が完成
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財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協
会

（
大
野
義
光
理
事
長
、以
下
「
刀
文
協
」）

で
は
現
在
、
第
十
四
回
「
新
作
日
本
刀

研
磨
外
装
刀
職
技
術
展
覧
会
」
へ
の

出
品
を
募
集
中
で
あ
る
が
（
作
品
受
付

は
四
月
二
十
・
二
十
一
日
、
坂
城
町
鉄

の
展
示
館
に
て
。送
付
も
可
）、こ
の
度
、

同
展
の
授
賞
に
新
た
に
「
観
光
庁
長
官

賞
」
が
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
刀
文
協
で
は
明
治
神
宮
展
を
初
回
と

し
て
、
過
去
二
回
の
観
光
庁
後
援
の
実

績
を
基
に
、
新
た
に
観
光
庁
長
官
賞
の

授
与
を
申
請
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
実
現

し
た
も
の
。

　
観
光
庁
に
対
し
て
訴
求
し
、
理
解
さ

れ
た
の
は
、
刀
文
協
に
よ
れ
ば
次
の
よ

う
な
内
容
で
あ
る
と
い
う
。

①
日
本
刀
は
国
宝
指
定
の
工
芸
品
の
過

半
数
を
占
め
て
お
り
、
日
本
刀
文

化
は
日
本
人
の
精
神
性
、
日
本
の

伝
統
、
歴
史
を
象
徴
す
る
も
の
で

あ
る
。

②
近
年
、
日
本
各
地
の
日
本
刀
を
鑑
賞

し
、
さ
ら
に
作
刀
の
見
学
、
美
術

品
と
し
て
の
現
代
刀
の
購
入
を
行

う
外
国
人
が
増
加
し
て
い
る
。

③
日
本
刀
文
化
は
、
多
分
野
で
の
人
的

交
流
の
拡
大
に
向
け
価
値
を
創
造
・

発
信
す
る
新
た
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
振
興
に
お
け
る
重
要
な
要
素
で

あ
る
。

④
高
付
加
価
値
化
や
消
費
額
の
拡
大
と

い
っ
た
今
日
の
観
光
政
策
上
の
課

題
へ
の
対
応
を
支
え
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
重
要
な
観
光
資
源
で
も

あ
る
。

　
な
お
、
従
来
、
他
省
庁
か
ら
交
付
さ

れ
て
い
る
同
展
の
授
賞
と
し
て
、
全
分

野
を
対
象
と
す
る
文
部
科
学
大
臣
賞

と
、
個
別
に
作
刀
を
対
象
と
す
る
経
済

産
業
大
臣
賞
が
あ
る
が
、
観
光
庁
長
官

賞
は
新
た
に
研
磨
部
門
の
最
高
賞
と
し

て
授
与
さ
れ
る
。
ま
た
、
観
光
庁
の
後

援
名
義
も
併
せ
て
使
用
さ
れ
る
。

　
日
本
刀
研
磨
技
術
は
、
古
作
・
現
代

作
に
か
か
わ
ら
ず
刀
剣
全
体
の
価
値
を

支
え
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
の
重
要
な

観
光
資
源
で
あ
る
日
本
刀
文
化
全
体
に

関
わ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
研
磨
部
門
が
観

光
庁
長
官
賞
の
交
付
に
ふ
さ
わ
し
い
と

い
う
。

　
第
十
四
回
展
は
六
月
八
日
（
土
）
～

九
月
十
六
日
（
月
）
に
開
催
さ
れ
る
。

■
会
場
=
坂
城
町
鉄
の
展
示
館
　
〒
３

８
９-

０
６
０
１
長
野
県
埴
科
郡
坂
城

町
坂
城
六
三
一
三-

二
　
☎
〇
二
六
八

-

八
二-

四
一
九
三

刀
文
協
の
コ
ン
ク
ー
ル
に

観
光
庁
長
官
賞
が
交
付
さ
れ
る

日
本
刀
の"
幻
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
"が

九
州
国
立
博
物
館
に
！

昨年の展観会場風景（佐野美術館）

低解像度

　
平
安
時
代
の
太
刀
か
ら
近
代
の
礼
装

用
短
剣
ま
で
、
日
本
刀
の
歴
史
を
た
ど

れ
る
特
集
展
示
「
日
本
刀
の
美
︱
北
﨑

徹
郎
の
愛
刀
︱
」
が
一
月
三
十
日
（
火
）

か
ら
四
月
十
四
日
（
日
）
ま
で
福
岡
県

太
宰
府
市
の
九
州
国
立
博
物
館
で
開
催

さ
れ
、
大
き
な
話
題
を
呼
ん
だ
。

　「
備
前
刀
へ
の
こ
だ
わ
り
」「
五
大
産

地
へ
の
関
心
」「
九
州
刀
工
へ
の
ま
な

ざ
し
」
の
三
テ
ー
マ
で
展
示
さ
れ
た
の

は
三
十
一
点
。
い
ず
れ
も
北
九
州
市
で

医
院
を
営
ん
で
い
た
北
﨑
徹
郎
さ
ん
が

収
集
し
た
も
の
で
、
一
昨
年
、
八
十
二

歳
で
他
界
し
た
後
、
遺
族
が
本
人
の
遺

志
を
受
け
て
同
館
に
寄
贈
し
、

初
の
お
披
露
目
と
な
っ
た
。

　
北
﨑
さ
ん
は
高
校
生
の
こ
ろ

か
ら
日
本
刀
に
強
い
関
心
を
持

ち
、
医
師
の
仕
事
に
就
い
て
か

ら
は
地
域
医
療
に
注
力
す
る
か

た
わ
ら
、
熱
心
に
収
集
を
進
め

た
。
妻
・
美
智
子
さ
ん
と
一
緒

に
し
ば
し
ば
刀
の
産
地
を
訪
ね
る
こ
と

も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
展
示
を
担
当
し
た
望
月
規
史
・
同
館

主
任
研
究
員
（
金
工
史
）
は
、「
た
だ

数
を
追
う
の
で
は
な
く
、
ご
自
身
の
広

い
視
野
と
系
統
だ
っ
た
方
針
に
基
づ
い

て
収
集
さ
れ
て
い
た
。当
館
に
と
っ
て
、

今
後
の
刀
剣
展
示
の
根
幹
と
な
る
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
で
す
」
と
語
る
。

　
九
州
国
立
博
物
館
の
刀
剣
の
所
蔵
数

は
、
今
回
の
寄
贈
に
よ
り
、
ほ
ぼ
倍
増
。

刀
装
具
な
ど
を
含
む
刀
剣
類
と
し
て
は

約
百
件
を
数
え
、
質
量
と
も
に
充
実
す

る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

No. 作品名称 時代
1 太刀　銘 貞綱 平安時代

2 太刀　銘 友成 平安時代

3 太刀　銘 正恒 平安時代

4 太刀　銘 宗依 鎌倉時代

5 太刀　銘 国行 鎌倉時代

6 太刀　無銘 千手院 鎌倉時代

7 太刀　無銘 尻懸 鎌倉時代

8 太刀　銘 豊後国定秀作 平安時代

9 短刀　銘 国光 鎌倉時代

10 短刀　 銘 備中国住大隈権介平貞次
／正平十二年八月日作 南北朝時代

11 太刀　銘 恒次 鎌倉時代

12 太刀　銘 吉次 鎌倉時代

13 刀　無銘 鎌倉時代

14 刀　無銘 兼光 南北朝時代

15 刀　 銘 備州長船秀光／応安五年二
月日 南北朝時代

16 太刀　 銘 備州長船政光／応永五年
二月日 室町時代

No. 作品名称 時代

17 刀　 銘 備州長船勝光／永正二年八
月日 室町時代

18 刀　 銘 備州長船源兵衛尉祐定作／
天正五年八月日 安土桃山時代

19 脇差　無銘 室町時代

20 太刀　銘 久盛 室町時代

21 短刀　無銘 宇多 室町時代

22 脇差　銘 村正 室町時代

23 刀　銘 肥前国住人忠吉作 江戸時代

24 刀　銘 肥前国住近江大掾藤原忠広 江戸時代

25 脇差　銘 下坂忠親 江戸時代

26 刀　 銘 和泉守藤原国虎／元禄十一
年戊寅八月日 江戸時代

27 脇差　銘 長曽祢興里入道虎徹 江戸時代

28 短刀　銘 武州住正義 江戸時代

29 短刀　無銘 江戸時代

30 太刀　 銘 小烏丸摸／天保十四年氷
心子秀世 江戸時代

31 鉄道院短剣 明治～
大正時代

　
一
寸
法
師
、
極
小
だ
け
ど
機
転
の

利
く
勇
者
だ
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
策

を
弄
す
る
嫌
な
奴
だ
っ
た
の
か
。
玉

手
箱
を
開
け
て
お
じ
い
さ
ん
に
な
っ

た
後
、
浦
島
太
郎
は
ど
う
な
っ
た
？

石
田
三
成
が
関
ヶ
原
の
戦
い
で
敗
れ
た
の

は
必
然
だ
っ
た
？
有
名
な
「
泰
平
の
眠

り
を
覚
ま
す
⋮
」
の
狂
歌
が
リ
ア
ル
タ
イ

ム
の
作
で
は
な
か
っ
た
？
「
人
の
一
生

は
、
重
荷
を
負
い
て
遠
き
道
を
行
く
が
如

し
⋮
」、
徳
川
家
康
、
実
は
そ
ん
な
こ
と

一
言
も
言
っ
て
な
い
の
？

　
人
間
は
考
え
る
葦
で
あ
る
と
、
昔
の
人

は
言
っ
た
。
が
、
人
間
、
合
理
性
を
重
ん

じ
る
あ
ま
り
、
時
に
理
屈
が
通
り
、
理
に

か
な
っ
て
い
る
と
、
つ
い
正
し
い
と
信
じ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。「
こ
う
だ
と
す
れ

ば
辻
褄
は
合
う
し
、
納
得
だ
よ
な
ー
」
と

い
う
調
子
で
、
腑
に
落
ち
る
説
明
に
思
わ

ず
納
得
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
が
他
愛
の
な
い
こ
と
で
あ
れ
ば
、

そ
の
ま
ま
で
も
よ
い
が
、
わ
が
国
の
歴
史

に
ま
つ
わ
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
時

に
悪
し
き
思
い
込
み
と
な
り
、
歴
史
や
民

族
性
が
誤
解
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
思

い
込
み
の
元
を
正
せ
ば
、
実
は
政
治
的
な

勝
者
や
戦
争
で
の
勝
者
が
、
自
ら
の
正
統

性
を
主
張
す
る
べ
く
作
り
上
げ
た
物
語

だ
っ
た
り
も
す
る
。

　
松
尾
氏
は
そ
う
し
た
日
本
史
に
ま
つ
わ

る
思
い
込
み
を
原
始
・
古
代
か
ら
中
世
、

近
世
、
近
代
に
わ
た
り
、
問
題
点
を
明
ら

か
に
し
、
本
当
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、
一

緒
に
考
え
よ
う
と
迫
る
。

　
取
り
扱
わ
れ
た
テ
ー
マ
は
さ
ま
ざ
ま
。

邪
馬
台
国
の
所
在
地
を
巡
る
問
題
の
背
景

に
な
る
政
治
的
な
思
惑
に
始
ま
り
、
万
葉

集
の
歌
に
ま
つ
わ
る
有
間
皇
子
の
逸
話
、

偉
大
過
ぎ
て
唐
招
提
寺
に
追
い
や
ら
れ
た

鑑
真
、
国
風
文
化
な
ん
て
存
在
し
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
の
か
⋮
。

　
こ
れ
ま
で
信
じ
ら
れ
て
き
た
歴
史
上
の

出
来
事
に
関
す
る
評
価
や
理
解
が
、
実
は

根
拠
の
な
い
思
い
込
み
で
あ
っ
た
可
能
性

が
言
及
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
根
拠
も
あ

り
、
説
得
力
が
あ
る
。
著
者
の
専
門
の
古

代
史
関
係
の
テ
ー
マ
は
特
に
読
み
応
え
が

あ
る
が
、
専
門
外
の
時
代
の
事
柄
も
、
松

尾
氏
は
最
新
研
究
を
紹
介
し
な
が
ら
鋭
く

踏
み
込
ん
で
い
る
。

　
そ
し
て
一
編
一
編
は
短
く
ま
と
め
ら
れ

て
い
て
、
と
て
も
読
み
や
す
い
。
し
か
も

淡
々
と
し
な
が
ら
も
、
ず
ば
っ
と
切
り
込

ん
で
く
る
「
松
尾
節
」
は
読
み
進
む
に
つ

れ
、
何
や
ら
癖
に
な
っ
て
く
る
。
そ
し
て

歴
史
っ
て
面
白
い
な
あ
と
、
あ
ら
た
め
て

実
感
す
る
。

　
学
問
は
先
学
の
不
備
や
説
明
不
能
な
部

分
に
関
心
を
持
ち
、
そ
こ
を
乗
り
越
え
よ

う
と
す
る
姿
勢
、
い
わ
ば
批
判
精
神
が
大

切
で
あ
る
。
松
尾
氏
の
思
い
込
み
と
の
戦

い
も
し
か
り
。
た
だ
し
、
松
尾
氏
の
こ
う

し
た
指
摘
と
検
討
を
、「
重
箱
の
隅
を
つ
つ

い
て
い
る
だ
け
だ
」
と
批
判
す
る
人
も
い

る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
点
は
松
尾
氏
も

自
覚
し
て
お
り
、『
思
い
込
み
の
日
本
史

に
挑
む
』の
後
書
き
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　「『
思
い
込
み
』か
ら
解
き
放
た
れ
た
ら
、

ど
ん
な
理
解
に
な
り
、
ど
ん
な
歴
史
像
・

社
会
像
が
描
け
る
の
か
（
中
略
）『
時
代

像
を
置
き
換
え
て
み
せ
る
』
と
い
え
ば
大

言
壮
語
・
妄
語
と
な
り
、『
や
ら
な
い
』

と
い
え
ば
し
ょ
せ
ん
批
判
を
こ
と
と
す
る

不
平
・
不
満
の
徒
と
誹
ら
れ
そ
う
だ
」

　
松
尾
氏
も
批
判
だ
け
で
は
だ
め
と
自
覚

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
筆
者
自
身
も
通
説
へ
の
疑
問
と
批
判
か

ら
、刀
剣
に
関
す
る
論
文
を
折
々
発
表
し
、

細
や
か
な
が
ら
も
新
事
実
を
明
ら
か
に
し

て
き
た
つ
も
り
で
は
あ
る
。
が
、
そ
れ
は

所
詮
、
砂
の
上
に
水
を
撒
い
て
い
る
だ
け

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
ま
た
、
同
じ
く
研
究
を
し
て
い
た
知
人

か
ら
「
私
が
や
っ
て
い
る
こ
と
が
何
に
な

る
の
か
、
実
は
わ
か
ら
な
い
の
で
す
よ
」

と
心
情
を
吐
露
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

パ
ズ
ル
の
ピ
ー
ス
を
は
め
て
い
く
と
ど
ん

な
絵
に
な
る
の
か
、
誰
も
知
ら
な
い
の
か

も
し
れ
な
い
。

　
長
年
、
歴
史
学
研
究
と
教
育
に
携
わ
っ

て
来
た
松
尾
氏
も
、
そ
ん
な
思
い
を
胸
に

秘
め
な
が
ら
少
し
ず
つ
で
も
前
進
し
て
き

た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
今
な
お
、
歩
み

を
進
め
て
い
る
。

　
筆
者
は
年
明
け
、
松
尾
氏
が
『
歴
研
よ

こ
は
ま
』
と
い
う
小
冊
子
に
寄
せ
た
「
不

合
理
な
解
釈
で
は
い
け
な
い
か
最
澄
の

躊
躇
」
と
題
す
る
小
論
を
拝
受
し
た
。
奈

良
・
平
安
時
代
の
仏
教
戒
律
、
教
理
へ
の

理
解
や
僧
侶
た
ち
の
動
向
に
関
す
る
論

考
。
松
尾
氏
は
、
壮
大
な
仏
教
の
教
義
に

つ
い
て
、
最
澄
も
含
め
、
本
当
に
理
解
し

て
い
た
人
は
誰
も
い
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
推
考
す
る
。

　
そ
ん
な
わ
け
な
い
、
高
僧
た
ち
が
教
義

を
理
解
し
て
な
い
わ
け
な
か
ろ
う
、
と
い
う

前
提
で
、
い
く
ら
合
理
的
な
考
察
を
試
み

て
も
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
⋮
。
松

尾
氏
の
視
点
と
発
想
は
や
は
り
斬
新
。
松

尾
節
は
今
も
健
在
だ
し
、
こ
れ
か
ら
も
意

欲
的
な
論
考
に
触
れ
る
の
が
楽
し
み

だ
。

　
ち
な
み
に
松
尾
氏
の
光
と
い
う
名

前
、な
ぜ
光
な
の
か
⋮
。
そ
の
由
来
は
、

松
尾
氏
の
お
父
上
の
深
い
愛
情
と
思

い
込
み
な
ら
ぬ
「
思
い
入
れ
」
に
よ

る
も
の
だ
っ
た
。
ご
興
味
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。

（
小
島
つ
と
む
）

■
松
尾
光
（
ま
つ
お
・
ひ
か
る
）
一

九
四
八
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
学
習
院

大
学
文
学
部
史
学
科
卒
業
。
学
習
院
大

学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
史
学
専

攻
博
士
課
程
満
期
退
学
。博
士（
史
学
）。

神
奈
川
学
園
中
学
高
等
学
校
教
諭
・
高

岡
市
万
葉
歴
史
館
主
任
研
究
員
・
姫
路

文
学
館
学
芸
課
長
・
奈
良
県
万
葉
文
化

振
興
財
団
万
葉
古
代
学
研
究
所
副
所

長
、
中
央
大
学
文
学
部
・
早
稲
田
大
学

商
学
部
で
非
常
勤
講
師
。『
白
鳳
天
平

時
代
の
研
究
』『
古
代
の
神
々
と
王
権
』

『
天
平
の
木
簡
と
文
化
』『
現
代
語
訳
魏

志
倭
人
伝
』
な
ど
多
数
。

そ
の
説
︑た
だ
の
思
い
込
み
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？

『
日
本
史
の
謎
を
攻
略
す
る
』『
思
い
込
み
の
日
本
史
に
挑
む
』

松
尾
光

　共
に
定
価（
一
六
〇
〇
円
＋
税
）
　笠
間
書
院

ブック・レビュー　BOOK REVIEW
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■ 3 月 13 日、坂城町鉄の展示館（長野県）に 2 振の刀が寄贈された。製作から 70 余年にして姿
を現した幻の講和記念刀―。その顚末と思いを刀匠の遺族に綴ってもらった。

兄弟刀工が遺した「講和記念刀」
井原 輝義　

かつて日本刀鍛錬所であった建物を整理していたら、神棚にしまわれていた刀２振を発見した。
裸身で研いだ形跡もなく、表面は真っ黒である。ナカゴに銘が切ってあり、｢講和記念�武蔵国源
○○鍛之／昭和二十七年八月日」と読める。○○にはそれぞれ製作者の輝吉（父、後に輝日天と
改銘、本名井原福太郎）と輝秀（伯父、本名井原亀太郎）の名がある。幸い、翌年発行の登録証
が付いていた。
　兄弟はともに昭和 11 年ごろ、栗原彦三郎昭秀師の主宰する日本刀鍛錬伝習所に入門。その縁か
ら、戦後の講和記念刀奉献事業に率先して参加したのであろう。第 26 工場の責任者として輝秀の
名が挙がっている。
　講和記念刀とは、日本の独立に際し、「永遠の平和を祈念し」「日本精神の象徴たる日本刀が侵
略の凶器にあらずして平和鎮護の霊器であること」を世界に訴求しつつ、関係各国の高官や主た

る神社に献呈しようと栗原師が提唱したものである。27 年３月に GHQ から武器生産を例外的に
認める覚書があり、これを受けて省令の一部が変更された。栗原師はこの機を捉え、講和記念刀
奉賛会を組織して通商産業大臣に日本刀の鍛造を申請、300 振を 69 工場で製作することが許可さ
れた。
　残念ながら、栗原師の病没により事業は成就せず、集まっていた作品は一門の宮入昭平・天田
昭次両刀匠らによって製作者に返送された。その数は 200 振に及ぶと想像されるが、今、市場で
もほとんどその姿を目にすることはないという。
　しかし、講和記念刀は戦後の作刀の起点の１つであり、作刀制度創設の原動力になったと語ら
れると聞く。その作品は、歴史を語る貴重
な文化財として保存されることを期待する
ものである。
　２振の発見を機に少しずつ調べるうちに、
実に多くのことを学ばせてもらった。伯父
や父を知る親族も高齢化する中で、身内の
遺作ではあるが私蔵し続けることを断念し、
その生かし方を株式会社刀剣柴田の柴田光
隆社長に相談したところ、縁あって今回、
坂城町鉄の展示館で受け入れてくださると
ころとなった。
　日本刀の歩んできた近代の厳しい足跡と、
兄弟刀工が結んできたえにしを偲びつつ、
今はほっとした心境である。

講和記念刀２振を寄贈した井原輝義氏（中央）と、
宮入小左衛門行平刀匠（右）・時信武史学芸員（左）

　
昭
和
二
十
六
年
某
県
発
行
登
録
証

は
、
刃
長
記
載
が
二
尺
一
寸
四
分
○
厘

で
あ
る
の
に
対
し
、
台
帳
の
記
載
が
二

尺
一
寸
四
分
五
厘
で
あ
っ
た
。
そ
の
他

の
事
項
は
す
べ
て
一
致
。
相
違
の
原
因

は
人
的
ミ
ス
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
刃

長
五
厘
（
一･

五
㎜
）
の
相
違
に
つ
い

て
、
当
県
鑑
定
と
な
る
現
物
確
認
審
査

の
指
示
を
受
け
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
指
示
は
年
間
に
数
百

点
の
所
有
者
変
更
手
続
き
と
数
十
点
の

現
物
確
認
審
査
を
受
け
、
現
状
を
熟
知

す
る
刀
剣
商
と
し
て
、
無
意
味
で
あ
る

と
思
わ
れ
、
納
得
が
行
か
な
い
。

　
そ
の
理
由
は
、
当
該
登
録
証
は
、
登

録
制
度
が
開
始
さ
れ
た
昭
和
二
十
六
年

の
三
月
十
五
日
発
行
で
あ
る
。
こ
の
年

に
発
行
さ
れ
た
登
録
証
の
中
に
は「
厘
」

部
分
を
空
白
に
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
散

見
す
る
。
最
小
目
盛
が
一
分
（
三
㎜
）

の
剣
尺
を
使
っ
た
目
測
で
「
厘
」
の
正

確
な
記
載
は
不
可
能
で
あ
り
、
徹
底
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
目
測
に
よ
る
測
定
は
、
見
る
角
度
で

容
易
に
一
～
二
㎜
ず
れ
る
。
現
在
の

メ
ー
ト
ル
法
で
一
厘
は
０
・
３
０
３
㎜
。

現
物
と
登
録
証
記
載
の
刃
長
「
厘
」
単

位
の
ず
れ
は
許
容
範
囲
と
解
さ
れ
て
い

る
。
現
物
確
認
審
査
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
で
測
定
、
報
告
さ
れ
る
。
尺
貫
法
を

使
わ
な
い
現
在
に
お
い
て
、
厘
の
相
違

を
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
現
物
確
認
す
る

こ
と
は
整
合
性
を
欠
い
て
し
ま
う
。

　
そ
の
た
め
、
前
記
を
訴
え
る
と
と
も

に
、
台
帳
の
記
載
内
容
（
刃
長
・
反
り
・

目
釘
穴
・
銘
文
・
彫
刻
・
刃
文
）
が
お

お
む
ね
確
認
で
き
る
よ
う
に
剣
尺
を
当

て
た
現
物
と
登
録
証
の
画
像
を
某
県
教

育
庁
担
当
課
に
送
付
し
、
確
認
を
受
け

た
。
す
る
と
、
担
当
課
よ
り
登
録
審
査

事
例
48

委
員
と
協
議
す
る
と
言
わ
れ
、
協
議
し

た
結
果
、「（
画
像
で
は
）
現
物
と
一
致

し
て
い
る
か
確
認
が
取
れ
な
い
」
と
判

断
さ
れ
た
の
で
、
再
度
、
現
物
確
認
審

査
の
指
示
を
受
け
た
。

　
や
む
を
得
ず
指
示
に
従
い
、
当
県
の

登
録
審
査
会
で
現
物
確
認
を
受
け
た
と

こ
ろ
、「
現
物
は
台
帳
記
載
事
項
と
一

致
す
る
」
結
果
が
当
県
よ
り
某
県
に
報

告
が
な
さ
れ
、
結
局
、
某
県
よ
り
登
録

証
の
訂
正
交
付
を
受
け
た
。

　
現
物
確
認
審
査
を
受
け
た
時
に
、
本

件
の
概
要
を
当
県
の
登
録
審
査
委
員
に

説
明
す
る
と
、「
悪
さ
を
働
く
輩
が
い

る
の
で
、
万
全
を
期
す
対
応
が
取
ら
れ

た
の
で
し
ょ
う
」と
の
意
見
で
あ
っ
た
。

　
現
状
は
、
誤
字
・
脱
字
・
目
盛
の
読

み
違
い
等
で
現
物
が
登
録
証
・
台
帳
と

相
違
し
て
い
る
こ
と
が
頻
繁
に
あ
る
。

だ
か
ら
、
現
物
と
登
録
証
お
よ
び
台
帳

の
何
が
正
し
い
か
確
認
を
行
う
現
物
確

認
審
査
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
理
解
し

て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、「
す
べ
て
登
録
審

査
会
で
現
物
確
認
を
し
な
い
と
登
録
証

の
訂
正
判
断
は
で
き
な
い
」
と
安
易
に

現
物
確
認
を
指
示
す
る
こ
と
は
、
あ
ま

り
に
も
専
門
性
を
欠
く
対
応
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
担
当
部
署
の
裁
量
で
、
現
物
確
認
を

不
要
と
す
る
場
合
が
あ
っ
て
よ
い
と
考

え
る
。
特
に
、
内
閣
総
理
大
臣
認
可
の

全
国
刀
剣
商
業
協
同
組
合
員
の
所
有
者

変
更
届
に
お
い
て
は
、
申
請
者
で
あ
る

わ
れ
わ
れ
の
知
見
と
信
頼
性
を
考
慮
の

上
、
特
段
の
対
応
が
あ
っ
て
よ
い
と
考

え
る
。
ま
た
、Ｉ
Ｔ
が
進
歩
し
た
現
在
、

現
物
確
認
審
査
の
柔
軟
対
応
、
例
え
ば

画
像
送
信
に
よ
る
容
易
な
確
認
で
済
ま

せ
る
こ
と
を
許
容
し
て
も
よ
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
う
し
た
対
応
が
図
ら
れ
て
い
る
都

道
府
県
が
最
近
あ
り
、
柔
軟
な
対
応
に

感
謝
し
て
い
る
。「
わ
ず
か
で
も
相
違

が
あ
る
場
合
は
現
物
確
認
審
査
を
伴
う

の
で
所
有
者
変
更
を
た
め
ら
う
」
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
改
善
を
切
に

望
む
。

（
登
録
証
問
題
研
究
会
）

�

旧
登
録
証（
右
）と
再
交
付
登
録
証

　
本
年
一
月
に
創
立
三
十
周
年
と
い
う

節
目
を
迎
え
た
名
刀
会
は
、
去
る
一
月

二
十
四
日
に
静
岡
県
熱
海
市
の
「
あ
た

み
石
亭
」
に
お
い
て
記
念
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
名
刀
会
は
、
平
成
六
年
一
月
二
十
八

日
に
「
刀
美
会
」
と
し
て
発
足
し
、
そ

の
後
、
平
成
十
六
年
に
「
名
刀
会
」
へ

と
名
称
を
変
更
、
同
時
期
に
開
催
日
を

現
在
と
同
じ
毎
月
二
十
四
日
に
移
し
て

今
日
ま
で
続
く
、
長
い
歴
史
を
誇
る
交

換
会
で
す
。

　
今
回
の
記
念
大
会
に
は
全
国
か
ら
多

く
の
会
員
や
客
員
が
集
ま
り
、
節
目
に

ふ
さ
わ
し
い
大
変
賑
や
か
で
活
気
に
あ

ふ
れ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
珍
し
い
冬
の
熱
海
で
の
大
会
と
あ
っ

て
、
窓
の
外
に
は
一
時
雪
も
ち
ら
つ
き

ま
し
た
が
、
会
場
は
寒
さ
に
負
け
な
い

熱
気
に
包
ま
れ
、
長
ら
く
代
表
を
務
め

ら
れ
て
い
る
髙
橋
歳
夫
氏
の
挨
拶
の

後
、
ま
ず
は
競
り
売
り
、
昼
食
を
挟
ん

で
入
札
、
再
び
競
り
と
、
参
加
者
の
皆

さ
ま
が
持
ち
寄
っ
た
優
品
の
数
々
が
夕

方
ま
で
続
々
出
品
さ
れ
、

終
始
目
が
離
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
出
来
高
も
記
録
的
な
数

字
と
な
り
、
新
年
一
月
か

ら
、
名
刀
会
に
と
っ
て
、

ま
た
刀
剣
界
全
体
に
と
っ

て
も
非
常
に
良
い
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
三
十
周
年
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
名

刀
会
の
今
後
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
を
心
か
ら
祈
念
い

た
し
ま
す
。（

生
野
直
輝
）

名
刀
会
が
創
立
三
十
周
年
記
念
大
会
開
く

名刀会記念大会に参加された皆さん

特 別 寄 稿

　ゲーム「刀剣乱舞ONLINE」に登場する江
雪左文字のキャラクターが、銅像になって
広島県福山市の福山城公園プロムナードに
現れた。
　国宝の江雪左文字は、同地の㈱エフピコ
の創業者で、福山市の名誉市民でもあった
故小松安弘さんが所有していた。その後、小
松さんの遺志を
継いだ妻の啓子
さんが、2018 年
に江雪左文字を
含む国宝など 14
点を福山市に寄
贈。銅像設置に
当たっては、「刀
剣の魅力を知っ
てほしい」と啓
子さんが制作費
として 1000 万円
を贈っている。

｢江雪左文字｣の銅像が完成
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印刷／株式会社キタジマ

催 事 情 報

　室町時代は太刀から打刀へと変遷した時代。腰から
下げて佩用する太刀は馬上戦に適していましたが、室
町時代中期より徒歩戦が主流となったため、接近戦に
強い打刀が流行しました。
　本展では、刀剣の歴史において転換期である室町時
代の代表的刀剣「応永備前」「末備前」「村正派」の作品をご紹介します。
会期：3月1日㈮～6月28日㈮

■刀剣ワールド名古屋・丸の内
　〒460-0002�愛知県名古屋市中区丸の内2-1-33
　https://www.touken-world.jp/event/

室町時代の刀たち

　徳川家康の九男・義直（1600～50）によって創始さ
れた尾張徳川家は、名古屋城を居城とした大大名で、
紀伊徳川家・水戸徳川家とともに御三家の一つに数え
られていました。徳川美術館は、その尾張徳川家に伝
えられた大名道具を有しており、その所蔵品は家康の
遺品「駿府御分物」をはじめ、歴代当主や夫人たちの
遺愛品など一万件余りに上ります。
　本展では、数ある名品の中から、甲冑や刀剣など武
具のほか、茶道具や香道具、能道具、婚礼調度、書画などを通して、尾張徳
川家の歴史と華やかな大名文化をご紹介します。現存最古の源氏絵である国
宝「源氏物語絵巻」と、三代将軍家光の長女千代姫が尾張徳川家に嫁ぐ際に
持参した国宝「初音の調度」という、同館コレクションの精華というべき存
在であり、日本を代表する名品も特別出品されます。
会期：4月27日㈯～6月23日㈰

■あべのハルカス美術館
　〒545-6016�大阪市阿倍野区阿倍野筋1-1-43　あべのハルカス16階
　☎06-4399-9050　https://www.aham.jp/

徳川美術館展｢尾張徳川家の至宝｣

会期：3月20日㈬～7月21日㈰

■柏原美術館
　〒741-0081�山口県岩国市横山2-10-27　☎0827-41-0506
　https://www.kashiwabara-museum.jp/

新々刀名工�
氷心子秀世／和楽器�江戸の音色

　世に「最後の文人画家」と称えられる富岡鉄斎（1836-
1924）。幕末、京都の商家に生まれた彼は、近世都市の
商人道徳を説いた石門心学を中心に、儒学・陽明学、
国学・神道、仏教等の諸学を広く学びながら同時に、
南宗画・やまと絵等をはじめ多様な流派の絵画も独学
し、深い学識に裏付けられた豊かな画業を展開しまし
た。良い絵を描くためには「万巻の書を読み、万里の
路を行く」ことが必要であるという先人の教えを徹底
して守ろうとした彼は、何を描くにもまずは対象の研究に努め、北海道から
鹿児島まで全国を旅して各地の勝景を探りました。そうして胸中に思い描か
れた理想の山水を表出し、人間の理想を説いた鉄斎の絵画は、画壇の巨匠た
ちから敬われ、京・大阪の町の人々に広く親しまれただけではなく、むしろ
新世代の青年画家たちからもその表現の自由闊達で大胆な新しさで注目さ
れ、生前から今日まで国内外で高く評価されてきました。
　幕末に人格を形成して、明治初期には神官として古跡の調査と復興に尽力
し、やがて官を辞して市井の画家として生き、1924（大正13）年の大晦日に
数え年89で亡くなった鉄斎は、2024（令和６）年末で没後100年を迎えるこ
とになります。この度の展覧会では、この記念の時に向け、彼の画業と生涯
をあらためて回顧します。名作として繰り返し取り上げられてきた作品はも
ちろんのこと、名作として知られながらも名作展では目にする機会の乏し
かった作品や、近年になって再発見され、あるいは新たに見出された作品な
どもご覧いただきます。また、京都御所の近所の、室町通一条下ルに邸宅を
構えていた彼の書斎（画室）を彩っていた文房具や筆録（旅行記や研究用メ
モ）等も取り上げ、都市に生きた彼の日常も、垣間見ていただこうと考えて
います。
　文人画というと、何か難しい世界のように思われがちですが、鉄斎の生き
た時代にはむしろ縁起物として都市の商人たちの間で親しまれていたともい
われます。京都では27年ぶりの開催となる展覧会が、鉄斎に親しんでいただ
く機会ともなれば幸いです。
会期：4月2日㈫～5月26日㈰
〈巡回〉��富山県水墨美術館　7月12日㈮～9月4日㈬

碧南市藤井達吉現代美術館　10月5日㈯～11月24日㈰

■京都国立近代美術館
　〒606-8344�京都市左京区岡崎円勝寺町26-1　☎075-761-4111
　https://www.momak.go.jp/

没後100年�富岡鉄斎

　今、私たちが見ている大阪の街は、歴史が隣り合い、
積み重なることによって生まれたものです。街を歩く
ことは、そんなさまざまな歴史をつないでみることで
あり、普段何気なく見ていたスポット一つ一つの由来
を知ることは、街あるきの大きな魅力といえます。私
たちは街あるきを通じてあらためて街を見つめ直し、
その歴史や文化、言い換えれば街の懐の広さを知るこ
とができるのです。
　本展では、大阪を代表する繁華街であるキタとミナミを取り上げ、街歩き
をするかのように具体的なルートを示しながら、それぞれの場所にまつわる
館蔵資料や関連資料を通じて、街の魅力に迫ります。街を描いた絵図、歴史
を示す古文書、解体時に残された建築部材などは、キタとミナミのどんな姿
を映し出してくれるのでしょうか。“過去”と“今”をつなぐ小旅行に皆さ
まをご案内します。
会期：4月19日㈮～6月3日㈪

■大阪歴史博物館
　〒540-0008�大阪市中央区大手前4-1-32　☎06-6946-5728
　https://www.osakamushis.jp/index.html

特別企画展「おおさか街あるき─キタ・ミナミ─」

　江戸幕府創設からおよそ420年。江戸は巨大都市とし
て発展し、京都、大坂に並ぶ三都のひとつとなりました。
大都市江戸・東京に暮らした人々は、どのように動物
とかかわってきたのでしょうか。それを物語る美術品
や工芸品など約240件を、江戸東京博物館のコレクショ
ンから選りすぐって紹介します（会期中展示替えがあ
ります）。
　本展は、2022年にパリ日本文化会館（フランス）で
好評を博した「いきもの：江戸東京�動物たちとの暮ら
し」展を拡充した凱旋帰国展です。画巻、錦絵、装飾品、
郷土玩具などに登場する動物たちの多様な姿をお楽し
みください。
会期：4月27日㈯～6月23日㈰

■東京ステーションギャラリー
　〒100-0005�東京都千代田区丸の内1-9-1　☎03-3212-2485
　https://www.ejrcf.or.jp/gallery/index.asp

どうぶつ百景�江戸東京博物館コレクションより

　福井藩祖・結城秀康は徳川家康の二男として生ま
れ、羽柴（豊臣）秀吉の養子となり、さらに関東の
名族・結城家を継承した人物でした。関ヶ原の戦い
に際し、秀康は関東周辺の徳川家に味方しない勢力
を抑えます。その功績が評価され、秀康は越前一国
を支配する大大名となり、北庄城（福井城）とその
城下町を築くなど現代の福井市街地の原型をつくり
あげました。また、後に秀康の子どもたちも大名と
なり、親藩の名門として最盛期には一族全体で100
万石を超える領地を支配しました。
　本展では、北陸新幹線福井駅開業と結城秀康生誕450周年を記念し、多く
の資料を基に後世にも影響を与えた秀康の生涯についてご紹介します。
　また本年は、秀康ゆかりの地の３つの施設（福井市立郷土歴史博物館・福
井県立歴史博物館・結城蔵美館（茨城県結城市））が、協力・連携して秀康
の生涯をたどる展覧会やイベントを展開します。
会期：3月20日 ～5月6日

■福井市立郷土歴史博物館
　〒910-0004�福井市宝永3-12-1　☎0776-21-0489
　http://www.history.museum.city.fukui.fukui.jp/

越前百万石ものがたり～福井藩祖・結城秀康～

会場によって休館日が異なります。事前に確認の上、お出かけください。
現下の状況で入場制限や、観覧するには予約を必要とする場合もありますので、
それぞれのホームページをご覧ください。
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